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本
稿
は
平
成
元
年
六
月
四
日
刊
行
の
『
口
国
g
旦
直
国
語
学
論
叢
』
に
収
め
た
拙
稿
「
亀
齢
軒
斗
遠
の
前
半
生
」
を
書
き
継
い
だ
も
の

で
あ
る
。

前
稿
に
於
い
て
は
斗
遠
の
出
自
を
考
証
し
て
、
安
永
七
年
、
豊
後
竹
田
藩
御
客
屋
の
亭
主
伊
東
家
第
七
代
と
し
て
生
ま
れ
た
源
兵

ヱ
が
、
文
化
末
年
頃
、
故
あ
っ
て
郷
国
を
去
り
、
京
阪
に
住
ん
で
松
月
堂
古
流
二
世
亀
齢
軒
葛
野
渉
茉
の
後
継
者
と
な
り
、
文
政
六

年
四
十
六
オ
で
そ
の
三
世
と
な
る
や
、
早
速
西
国
、
特
に
郷
里
の
肥
・
筑
・
豊
の
国
々
を
廻
遊
し
て
、
華
や
か
な
活
動
を
展
開
し
、

盛
ん
に
そ
の
土
地
の
文
人
と
交
り
を
結
ん
で
、
文
政
十
年
正
月
、
最
初
の
百
瓶
図
集
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
を
刊
行
す
る
迄
を
記
し
た
。

文
政
十
年
の
二
月
、
筑
紫
大
宰
府
で
は
菅
公
九
百
二
十
五
年
忌
に
あ
た
り
、
松
月
堂
古
流
の
九
州
探
題
と
し
て
の
地
位
を
意
識
し
た
斗

遠
に
と
っ
て
、
流
派
の
喧
伝
に
は
絶
好
の
舞
台
と
い
う
計
算
が
働
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
豊
後
、
肥
後
、
筑
前
の
古
連
と
今
の
社
中
を

集
め
た
百
人
百
瓶
を
社
前
に
陳
ね
、
「
さ
し
て
こ
そ
む
か
し
を
し
の
べ
ち
よ
か
け
て
さ
く
き
さ
ら
ぎ
の
は
な
の
い
ろ
／
＼
」
の
自
詠
を
黒
柿

の
額
に
入
れ
て
西
の
廻
廊
に
掛
け
た
こ
と
は
、
こ
の
後
四
月
廿
五
日
に
書
き
つ
け
た
「
松
月
堂
古
流
生
華
太
宰
府
奉
納
自
序
」
と
題
す
る

一
文
に
記
す
所
で
あ
る
。
こ
の
百
瓶
を
図
に
あ
ら
わ
し
『
筑
紫
百
瓶
』
二
巻
と
し
て
刊
行
し
た
の
は
翌
文
政
十
一
年
五
月
の
こ
と
だ
が
、

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
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こ
の
文
政
十
一
年
に
は
、
他
に
『
水
茎
百
瓶
』
『
竹
田
百
瓶
』
『
三
十
六
華
選
相
生
帖
』
の
三
部
も
一
挙
に
刊
行
し
て
、
一
躍
西
国
に
於
け

る
自
他
と
も
に
許
す
斯
道
の
覇
者
と
な
っ
た
。
『
筑
紫
百
瓶
』
序
末
に
「
附
録
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
一
文
は
文
政
十
一
年
五
月
、
豊
筑
肥

四
国
の
会
頭
中
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
、
『
東
肥
ー
』
を
含
め
た
五
部
全
巻
を
通
じ
て
の
凡
例
と
称
す
べ
き
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
末
に

東
都
法
眼
是
心
軒
翁
が
甲
陽
百
瓶
、
四
季
百
瓶
、
五
大
坊
卜
友
翁
が
杜
若
百
瓶
、
小
篠
―
―
葉
百
瓶
、
三
州
吉
田
心
應
軒
翁
三
遠
瓶
花
凡

百
瓶
、
先
師
法
眼
沙
茉
翁
諸
国
百
瓶
、
二
世
五
大
坊
双
峨
翁
に
百
瓶
、
す
べ
て
古
流
開
発
よ
り
以
来
花
図
を
著
は
せ
し
は
五
宗
匠
に
し

て
七
百
瓶
な
り
。
今
我
師
亀
齢
軒
宗
匠
は
一
時
に
五
百
瓶
を
あ
ら
は
し
、
加
之
諸
名
家
の
詩
歌
連
俳
及
書
画
等
を
集
め
ら
れ
た
る
、
先

生
の
効
推
て
し
る
べ
し
。
嵯
呼
偉
哉

と
い
う
。
古
流
開
祖
是
心
軒
一
露
以
来
の
五
宗
匠
あ
わ
せ
て
七
部
七
百
瓶
の
瓶
花
図
を
公
に
し
て
き
た
が
、
斗
遠
は
一
時
に
五
部
五
百
瓶

を
刊
行
す
る
偉
業
を
達
成
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
文
章
は
古
流
内
部
の
こ
と
の
み
を
記
し
て
他
門
に
及
ば
な
い
が
、
ま
さ
し
く
他

門
を
含
め
て
も
前
例
を
見
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
斗
遠
の
み
、
こ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く

斗
遠
が
土
地
土
地
の
裕
福
な
町
人
庄
屋
層
を
そ
の
門
人
と
し
て
抱
え
こ
む
オ
幹
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
一
番
近
か
ろ

う
。
何
故
な
ら
斗
遠
百
瓶
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
『
東
肥
百
瓶
』
は
山
鹿
の
停
雲
館
故
明
、
『
筑
紫
百
瓶
』
は
博
多
の
八
千
廼
屋
椿
欣
、
後
述

す
る
『
相
生
帖
』
は
竹
田
の
洗
竹
篭
富
上
と
い
っ
た
名
前
が
、
見
返
し
や
奥
附
に
何
れ
も
蔵
版
者
と
し
て
刻
み
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

人
々
の
出
資
に
よ
っ
て
出
来
上
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
他
の
二
部
は
未
だ
に
初
板
本
と
お
ぼ
し
き
も
の
を
見
ず
、
何
れ
も

書
陣
に
よ
る
求
板
後
印
本
な
の
で
、
確
言
は
出
来
な
い
が
、
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
に
よ
れ
ば
、
天
保
四
年
に
出
さ
れ
た
柏
原
屋
に
拠
る
求

板
後
印
の
際
の
作
者
と
蔵
板
者
名
は
、
五
部
共
凡
て
亀
齢
軒
富
上
（
豊
後
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
作
者
名
の
亀
齢
軒
と
蔵
板
者
名
の
洗
竹
竜

富
上
と
が
混
同
さ
れ
て
記
録
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
、
何
れ
に
し
て
も
蔵
板
者
は
他
の
二
部
の
分
も
富
上
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
。

肥
後
に
お
け
る
松
月
堂
古
流
の
惣
会
頭
で
あ
る
停
雲
館
が
、
山
鹿
新
町
の
素
封
家
で
あ
ろ
う
事
は
既
に
前
稿
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
八
千

廼
屋
に
つ
い
て
は
猶
し
ら
べ
が
及
ば
な
い
が
、
洗
竹
篭
富
上
は
古
田
氏
、
加
島
屋
吉
郎
兵
衛
と
称
し
て
藩
の
用
達
を
つ
と
め
る
豪
富
の
人
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物
で
あ
り
、
そ
の
別
荘
洗
竹
荘
（
窓
）
に
は
山
陽
や
山
内
香
雪
等
、
京
・
江
戸
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
る
度
に
、
竹
田
や
角
田
九
華
、
高
橋

草
坪
等
が
案
内
し
て
清
遊
す
る
の
を
常
と
し
た
よ
う
な
風
流
人
で
も
あ
る
（
「
卜
夜
快
語
」
「
山
内
香
雪
西
遊
日
記
」
等
）
。
以
て
停
雲
館
や

八
千
廼
屋
に
つ
い
て
も
類
推
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
斗
遠
は
こ
う
し
た
富
裕
町
人
の
財
力
を
背
景
に
、
文
政
十
一
年
迄
に
は
西
国

筋
に
お
け
る
そ
の
地
歩
を
す
っ
か
り
固
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
ヽ
で
文
政
十
一
年
中
に
開
板
刊
行
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
四
部
の
瓶
花
図
集
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く

一
に
『
挿
花
筑
紫
百
瓶
』
は
大
本
二
冊
。
線
色
の
布
目
表
紙
に
金
箔
を
散
ら
し
、
桜
花
と
紅
葉
を
手
書
き
風
に
押
印
す
る
の
は
先
述
し

た
通
り
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
も
全
く
同
じ
で
、
恐
ら
く
は
亀
齢
軒
好
み
で
あ
ろ
う
。
見
返
し
の
意
匠
も
、
全
体
は
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
と

全
く
同
じ
構
図
で
、
文
字
や
細
か
な
模
様
を
違
え
る
の
み
。
巻
頭
に
文
政
九
年
正
月
亀
井
昭
陽
の
「
贈
謝
亀
齢
軒
主
人
」
と
題
す
る
四
言

の
賦
一
丁
を
序
と
し
て
載
せ
る
が
、
こ
れ
は
既
に
前
稿
に
掲
出
し
た
。
次
に
文
政
十
年
正
月
の
七
十
一
オ
渕
獣
老
人
の
和
序
一
丁
、
こ
の

人
に
関
し
て
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が
、
巻
末
名
録
の
首
に
あ
る
〈
広
斗
岡
古
田
中
務
〉
と
い
う
の
が
そ
れ
ら
し
く
、
後
述
す
る
『
水
茎

百
瓶
』
に
も
序
を
寄
せ
る
所
を
見
れ
ば
、
亀
齢
軒
と
は
何
か
特
別
の
関
り
の
あ
る
人
物
ら
し
い
。
次
に
文
政
八
年
八
月
の
清
客
江
芸
閣
の

題
辞
半
丁
、
こ
れ
も
前
稿
に
掲
出
し
た
も
の
。
次
に
古
稀
翁
と
署
名
す
る
季
鷹
の
和
序
一
丁
半
に
は
「
吾
友
亀
齢
軒
の
翁
、
去
年
つ
く
し

に
遊
ひ
て
豊
後
、
肥
後
、
筑
前
の
古
連
と
今
の
社
中
を
集
て
、
百
人
一
瓶
の
秀
花
を
か
く
ゑ
り
と
ゞ
め
て
筑
紫
百
瓶
と
題
し
、
都
の
つ
と

に
携
へ
、
其
道
の
人
は
更
也
、
し
た
し
き
友
か
き
に
も
見
せ
侍
ら
ん
に
一
言
添
よ
と
あ
る
に
…
」
と
あ
っ
て
、
大
宰
府
奉
納
百
瓶
の
為
の

筑
紫
下
り
を
去
年
と
い
う
ら
し
く
、
恐
ら
く
こ
の
序
も
文
政
十
一
年
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
こ
れ
も
そ
の
内
の
一
項
を
前
述
し
た
「
文
政

十
一
年
子
五
月
、
豊
筑
肥
四
国
会
頭
中
記
」
と
記
す
凡
例
風
の
附
録
一
丁
が
あ
っ
て
、
以
下
本
文
の
瓶
花
図
と
な
る
。
上
巻
に
は
五
十
三

瓶
、
下
巻
に
は
五
十
四
瓶
、
合
わ
せ
て
百
七
瓶
。
下
巻
巻
頭
に
も
序
あ
り
、
ま
づ
文
政
十
年
三
月
青
柳
種
磨
の
和
序
一
丁
半
。
そ
の
後
に

同
年
四
月
廿
五
日
の
「
松
月
堂
古
流
生
華
太
宰
府
奉
納
自
序
」
と
題
し
て
、
奉
納
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た
自
序
一
丁
、
こ
れ
は
や
は
り
前

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）
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述
し
た
。
下
巻
巻
末
に
は
山
陽
の
題
言
半
丁
を
置
き
、
そ
の
裏
は
八
千
廼
屋
椿

欣
の
蔵
版
記
に
、
前
稿
に
も
述
べ
た
亀
齢
軒
形
と
称
す
る
鋏
、
花
器
所
等
を
記

し
、
更
に
そ
の
後
に
一
丁
分
、
瓶
花
図
中
に
賛
を
加
え
た
諸
国
文
人
連
中
四
十

名
の
名
録
を
並
べ
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
「
専
ラ
交
リ
ヲ
儒
生
文
人
二
求
」
め
た

亀
齢
軒
の
亀
齢
軒
た
る
所
以
を
示
す
部
分
で
あ
ろ
う
か
ら
、
特
に
写
置
で
そ
れ

を
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
流
石
に
『
筑
紫
百
瓶
』
と
銘
う
っ
た
だ
け
に
、

名
儒
亀
井
昭
陽
と
宣
長
門
の
国
学
者
種
磨
を
序
に
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
聖
福

寺
、
承
天
寺
の
両
長
老
に
仙
臣
和
尚
、
亀
井
温
洲
と
い
っ
た
名
門
、
大
賀
信
敏
、

松
水
花
遁
と
い
っ
た
富
商
、
そ
れ
に
大
宰
府
の
祠
官
大
鳥
居
の
隠
居
や
別
当
延

寿
王
院
な
ど
／
＼
、
亀
齢
軒
の
交
際
の
広
さ
を
十
二
分
に
誇
示
し
て
い
る
。
更

に
そ
の
後
に
半
丁
、
奥
付
代
り
に
亀
齢
軒
著
述
目
録
を
置
き
、
ま
た
「
文
政
十

浪
花
，
．
蓬
掛
軒
斗
追
え
生
箸
述

坤
華
抗
洪
百
我
＿
一
未

求
祀
群
芳
百
瓶
＿
一
来

｀
維
水
苓
こ
ん
＿
一
未
‘

＿一未

五坤｀
仁
竹
田
百
我

岡
字
六
北
遜
翌
呑
怜
．
一
未

藷
因
言
拠
在
國

g

未

．

孜

り

↓

ッ

ゑ

来

菜

文
政
●
区
辛
肯
‘
氏
魯

が
、
こ
れ
も
写
箕
で
示
し
て
お
く
。

出
未

令令
ヽ

今令迩
刻

一．

副
ヤ＇ .• 

"•“ 
..• 

し、
9 ヽ

一
年
戊
子
五
月
良
辰
日
」
の
日
附
を
入
れ
る
の
が
刊
記
の
つ
も
り
で
も
あ
ろ
う

信
．
奴
丼
多
夭
貨
惣
全
門
松
登

重
名
文
渡
遂
上
訃
介
＇
庄

巣

雀

博

ク
4
笠

惣

五

岬

梵

写

婆

楊

奮

勺

需

妨

玲

杓

雙

幸

j
t
z一
淡

村

雄

窄
卑
叉
翡
向
村
要
賣
千
羞

令
村
喜
吉
冨
幸
杢
‘
丈
凧
戌

芯
菱
査
項
大
島
店
J

捻
届
宝
未
應

秦

痣

令

迫

寿

玉

花

鵡

脊

蟄

聾

芹

怯

註

仲

村

仁

蔵

葬

責

廣

斗

岡

も

iilt勢
晃

長

穏

岳

安

田

長

兵

衛

光

界

崩

閑

岡

誓

雲

寺

相

追

嵩

拭

旧

装

輝

歳

9

サ

杜

文

京

捻

井

田

穀

展

百

堂

忍
堆
氣
小
ゑ
具
手
田
窄
九

雙
ナ
京
，
一
升
，
氏
青

並
棋
森
上
村
氾
魯
，
図
誓

義

久

怠

亀

籠

沈

児

拝

伯

梵
序
、
大
及

4
い
新
キ
苅
舟
氏
倫

漣
多
戸
次
彦
抽

統

苅

上

柑

丈

寿

令

―

-
J土
手
｀
べ
進

は
高
田
キ
左
衛
門

悼
多
和
至
福
，
．

雀

ゑ

挑

奄

唸
多
恙
大
寺

魯
亀
井
ヱ
令
r
男

噂
瓜
鈴
本
冬
干
久

令
危
小
卦
ぶ
｀
迎
久
守

―
-
』
-

＼
 
．．
 

帳
／
松
永
飴
奏
門

令

仙

庄

上

人

醤
梵
喜
佳
女

将
ク
．
平
岡
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即
ち
前
掲
の
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
と
、
そ
の
構
成
や
体
裁
は
殆
ん
ど
同
じ
い
が
、
内
容
は
漸
く
亀
齢
軒
ら
し
さ
を
発
揮
し
て
、
瓶
花
図

の
―
一
に
地
元
博
多
・
大
宰
府
を
主
に
、
竹
田
、
山
鹿
は
も
と
よ
り
、
彦
根
・
京
・
大
坂
と
い
っ
た
所
の
知
名
士
の
詩
や
歌
や
句
賛
の
自

筆
刻
を
ち
り
ば
め
、
い
や
が
上
に
も
華
や
か
さ
を
狙
っ
た
仕
立
と
な
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

つ
い
で
『
水
茎
百
瓶
』
が
出
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
筑
紫
百
瓶
』
巻
末
奥
付
写
置
に
も
、
三
番
目
に

『
生
華
水
茎
百
瓶
』
二
巻
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
さ
れ
た
事
は
疑
い
な
い
が
、
未
だ
に
そ
の
初
印
本
と
お
ぼ
し
き
物
は
見
る
を
得
な

い
。
但
し
『
生
花
四
季
百
瓶
』
と
改
題
し
て
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
『
筑
紫
百
瓶
』
『
竹
田
百
瓶
』
、
そ
れ
に
恐
ら
く
は
本
書
の
四
部
を
四
集
八

冊
の
揃
い
本
と
し
、
書
型
を
半
紙
本
型
に
し
て
京
都
正
宝
堂
丁
子
屋
源
次
郎
が
求
板
刊
行
し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
初
集
の
乾
坤
二
巻
二

冊
と
い
う
の
が
、
元
来
は
本
書
で
あ
る
ら
し
い
。
表
紙
、
題
策
、
見
返
し
、
奥
附
等
は
前
述
し
た
通
り
改
題
求
板
本
の
事
ゆ
え
、
初
印
の

そ
れ
を
偲
ぶ
よ
す
が
に
も
な
ら
ぬ
が
、
序
・
跛
•
本
文
等
は
、
他
の
三
部
の
場
合
か
ら
類
推
し
て
、
お
ヽ
む
ね
初
印
の
姿
を
と
ど
め
て
い

る
も
の
と
み
て
よ
さ
そ
う
な
の
で
、
以
下
そ
の
つ
も
り
で
述
べ
て
み
る
。
ま
づ
本
文
丁
付
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
上
部
に
「
ミ
」
の
一
字

が
刻
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
水
茎
」
の
略
称
で
あ
ろ
う
。
例
に
よ
っ
て
、
序
・
跛
・
題
字
等
も
の
も
の
し
く
、
上
巻
巻
頭
は
文
政
十
年

八
月
藩
儒
角
田
九
華
の
漢
序
、
つ
い
で
同
年
七
月
渕
獣
老
人
の
和
序
、
そ
し
て
同
十
一
年
正
月
寂
室
堅
光
の
漢
序
、
そ
し
て
彦
根
の
小
原

君
雄
の
和
序
と
続
き
、
更
に
山
陽
の
題
辞
、
岸
岱
の
題
辞
、
季
鷹
の
題
辞
を
置
く
。
無
論
瓶
花
図
に
は
今
度
も
諸
名
家
の
歌
、
詩
を
ち
り

ば
め
、
大
平
、
景
樹
、
方
朗
、
春
門
等
の
歌
人
や
、
竹
田
、
伊
藤
鏡
河
等
の
同
郷
人
の
賛
が
目
立
つ
。
九
華
の
序
に
は
「
浪
華
亀
齢
軒
主

人
嘗
西
湘
寄
退
於
我
藩
＿
、
留
止
数
十
旬
、
教
以
挿
花
法
＿
、
藩
中
人
士
翁
然
蟻
集
…
…
」
と
あ
っ
て
、
斗
遠
が
竹
田
の
出
身
で
あ
る
こ

と
す
ら
し
ら
な
い
よ
う
な
の
は
聯
か
解
せ
な
い
所
。
ま
た
寂
室
の
序
に
は
「
余
以
下
与
＿
一
生
之
父
石
記
同
窓
之
雅
上
乃
謁
余
為
叙
」
と
あ
る

が
、
寂
室
は
彦
根
天
寧
寺
の
開
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
洞
門
の
傑
僧
、
豊
前
宇
佐
の
出
身
で
天
保
元
年
七
十
八
オ
で
没
す
る
ゆ
え
、
斗
遠
の

父
源
兵
衛
と
若
年
時
机
を
並
べ
た
の
は
ど
こ
の
寺
だ
っ
た
も
の
か
。
ま
た
小
原
君
雄
の
序
に
は
「
古
き
代
し
の
ぶ
葛
野
主
の
浅
茅
は
ら
っ

ば
ら
に
真
つ
ぶ
さ
に
さ
し
教
へ
…
…
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
点
で
、
明
ら
か
に
斗
遠
は
先
師
渉
茉
か
ら
流
派
の
三
代
目
を
継
ぐ
の
み
な
ら

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）
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ず
、
そ
の
姓
を
も
受
け
つ
ぎ
、
伊
東
を
葛
野
に
改
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
改
姓
の
時
点
は
一
ま
づ
文
政
六
年
の
亀
齢
軒
襲
名
と
同

時
と
考
え
て
お
く
。

尚
、
寂
室
序
中
に
は
、
本
書
を
、
「
寄
正
砂
岡
百
瓶
之
図
―
」
と
称
し
、
君
雄
の
序
は
そ
の
序
題
を
「
挿
花
岡
百
瓶
前
篇
序
」
と
題
す
る
。

即
ち
本
書
は
元
来
の
外
題
を
『
水
茎
百
瓶
』
と
し
、
内
題
を
「
岡
百
瓶
前
篇
」
と
称
し
た
も
の
ら
し
い
。
そ
し
て
後
述
す
る
『
竹
田
百
瓶
』

は
、
や
は
り
斗
遠
自
序
の
序
題
に
「
挿
華
岡
百
瓶
後
篇
自
序
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
二
書
は
即
ち
『
岡
百
瓶
』
の
前
後
篇
の
関
係
に
あ
た
る

こ
と
が
わ
か
る
。

三
つ
め
は
、
そ
の
「
岡
百
瓶
後
篇
」
と
し
て
出
さ
れ
た
『
竹
田
百
瓶
』
で
あ
る
。
本
書
も
初
板
と
見
倣
し
得
る
も
の
は
未
だ
見
な
い
が
、

見
返
し
に
「
活
華
百
瓶
図
」
と
題
し
た
正
宝
堂
板
と
、
同
じ
く
見
返
し
に
「
挿
華
四
季
百
瓶
二
閾
巴
」
と
題
し
た
こ
れ
も
正
宝
堂
板
と
、

何
れ
も
半
紙
本
型
後
印
本
二
種
を
見
る
事
が
出
来
た
。
後
者
は
前
掲
『
水
茎
百
瓶
』
の
後
印
改
題
本
と
同
時
に
、
四
集
八
冊
の
揃
い
本
と

し
て
出
さ
れ
た
も
の
の
第
二
集
に
当
る
も
の
で
、
細
部
に
手
直
し
が
多
く
、
前
者
の
方
が
よ
り
初
板
本
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
よ
う
な
の

で
、
以
下
前
者
に
拠
っ
て
記
す
。

半
紙
本
乾
坤
二
冊
。
香
色
卍
つ
な
ぎ
型
押
し
地
に
紺
で
古
代
模
様
の
紋
を
五
つ
摺
り
つ
け
た
表
紙
。
題
策
は
単
枠
で
下
巻
の
み
、
上
半

を
欠
き
「
堂
活
花
百
瓶
坤
」
と
讀
め
る
。
上
部
の
欠
字
は
「
松
月
」
の
二
字
か
。
見
返
し
は
中
央
に
「
活
華
百
瓶
図
」
、
右
上
に
「
松
月

堂
古
流
」
、
左
下
に
「
平
安
書
林
正
賓
堂
蔵
」
。
奥
付
は
「
松
月
堂
古
流
挿
花
四
季
百
瓶
二
冊
／
同
生
華
水
茎
百
瓶
二
冊
／
同
活
花

三
十
六
花
選
一
冊
／
詞
月
碧
挿
花
百
瓶
二
冊
／
同
続
挿
花
百
瓶
二
冊
」
と
並
記
し
て
、
そ
の
下
に
挿
花
の
効
能
を
記
し
た
文
章
を
置

き
、
ま
た
京
の
菱
屋
正
次
郎
他
二
隷
、
浪
花
二
牌
、
江
戸
一
陣
の
書
陣
名
を
連
署
す
る
も
の
。
以
上
は
文
面
で
も
明
ら
か
な
如
く
、
後
印

本
の
も
の
で
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
。
そ
し
て
奥
付
の
記
述
か
ら
、
四
集
八
冊
の
揃
い
本
は
、
更
に
こ
の
後
印
補
改
本
で
あ
る
事
は
確

言
出
来
る
。

巻
頭
は
千
種
有
功
卿
の
「
竹
田
生
花
百
瓶
の
図
に
亀
齢
軒
が
歌
こ
ひ
け
れ
は
」
と
題
す
る
長
歌
一
首
二
丁
半
。
次
に
無
落
款
の
竹
図
一
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丁
。
そ
の
次
藤
井
高
尚
と
景
樹
の
題
歌
二
首
半
丁
。
菅
原
縮
長
の
題
辞
半
丁
。
つ
い
で
岸
岱
の
筆
に
な
る
一
露
、
沙
莱
、
斗
遠
と
松
月
堂

古
流
三
代
に
わ
た
る
肖
像
一
丁
半
。
こ
れ
は
斗
遠
の
分
の
み
写
箕
で
掲
出
し
て
お
く
。

次
に
文
政
十
一
年
春
、
彦
根
清
涼
禅
寺
道
鳴
の
漢
序
半
丁
。
そ
の
後
に

．
．
ぃ
・
「
挿
華
岡
百
瓶
後
篇
自
序
」
と
題
す
る
斗
遠
の
和
序
一
丁
半
。
以
下
上
巻
に
四

貪
裕
入
ら
す
；
隻
『

l
/」□[
〗
[
□
`
｀
[
`

・
豆
立
紐
鯰
鍔
己
”
”
」

[
J

六
首
及
び
そ
の
引
を
跛
代
り
に
置
く
。
百
瓶
図
に
そ
れ
ぞ
れ
詩
歌
の
賛
を
散

2
人
吋
年
今
有
一

屯

令

し

俗

醇

園

．

り

ば

め

る

こ

と

は

前

著

と

全

く

同

様

。

江

戸

の

米

庵

、

詩

仏

、

五

山

、

浪

花

の
小
竹
、
京
の
岡
崎
鵠
亭
、
松
本
愚
山
、
そ
の
他
例
に
よ
っ
て
季
鷹
あ
り
、

江
芸
閣
あ
り
、
何
れ
も
斗
遠
日
常
の
交
遊
の
間
に
求
め
集
め
た
揮
奎
の
貼
込

帖
辺
り
か
ら
適
宜
に
抜
き
出
し
て
散
り
ば
め
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
中
に
蝶
ザ
奄
主
人
の
左
の
一
篇
な
ど
や
ヽ
長
文
の
風
流
韻
事
を
記
し

て
、
よ
く
斗
遠
の
趣
味
を
も
窺
知
さ
せ
て
く
れ
る
。

往
余
在
江
戸
芝
邸
ニ
タ
訪
葛
因
是
＿
、
適
其
書
斎
自
凸
虞
初
新
志
在
案
頭
＼
抽
借

q

―
冊
＿
、
懐
レ
之
而
返
、
途
中
衿
寛
堕
地
而
不
―

自
覚
＿
、
返
レ
邸
探
レ
之
無
レ
有
芙
、
忘
然
自
失
不
レ
知
レ
所
レ
為
、
達
レ
明
不
レ
能
ー
合
睫
＿
、
詰
旦
有
レ
人
得
一
＿
之
路
傍
に
i
-

―
送
干
余
＼
余
欣
躍

無
レ
比
、
開
巻
観
レ
之
首
篇
則
女
子
某
祭
一
杜
麗
娘
一
文
也
、
時
聞
一
門
外
有
＝
賣
花
声
＿
、
急
買
「
牡
丹
一
枝
＼
挿
一
一
古
銅
絣
＿
、
置
之
坐
側
―

花
影
下
且
喜
且
読
、
即
唸
二
句
＿
、
日
、
幸
喜
＿
芳
魂
未
品
怒
土
壮
丹
亭
畔
再
生
時
、
蓋
托
二
麗
娘
事
一
以
記
―
一
時
之
喜
一
也

浪
華
亀
齢
軒
主
人
集
瓶
花
図
佃
竺
レ
余
題
斯
図
＿
、
因
追
記
旧
事
一
以
贈
云

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）
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清
涼
禅
寺
道
鳴
の
序
に
は
「
亀
齢
軒
斗
遠
生
余
竹
馬
友
也
、
絶
消
息
二
二
十
余
年
、
今
忽
来
訪
、
山
中
清
話
数
日
」
云
々
と
あ
る
が
、

彦
根
清
涼
寺
は
藩
侯
菩
提
寺
で
あ
り
、
文
政
十
一
年
の
正
月
、
藩
侯
御
廟
参
乃
硼
、
斗
遠
が
挿
花
を
献
じ
た
こ
と
は
、
次
掲
の
『
相
生
帖
』

中
に
「
文
政
十
一
年
子
正
月
三
日
彦
根
於
祥
寿
山
清
涼
禅
寺
国
侯
御
廟
参
之
時
挿
之
」
と
記
し
た
一
図
が
あ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
道
鳴

と
の
三
十
年
ぶ
り
の
再
会
も
こ
の
時
の
事
だ
っ
た
。
岡
藩
の
当
主
中
川
久
教
は
彦
根
藩
主
井
伊
直
亮
の
弟
で
あ
り
、
そ
の
縁
で
の
献
花
で

あ
ろ
う
。
寂
室
と
彦
根
の
縁
も
そ
れ
故
の
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。
斗
遠
の
長
文
の
自
序
は
松
月
堂
古
流
三
世
を
継
い
で
、
す
ぐ
に
豊
後
下
り

を
果
し
、
流
派
の
宜
揚
に
努
め
た
辺
り
の
記
述
は
既
に
前
稿
に
も
引
き
用
い
た
の
で
、
こ
ヽ
に
は
そ
の
懐
旧
望
郷
の
念
を
四
季
折
々
の
竹

田
の
山
川
に
寄
せ
た
く
だ
り
を
引
く
。

三
の
都
は
も
の
か
は
に
て
、
な
れ
し
古
里
の
柴
の
ザ
奄
こ
そ
な
つ
か
し
け
れ
。
春
は
門
田
な
る
清
水
に
芹
を
つ
み
、
夏
は
碧
雲
の
御
池
の

蓮
を
め
で
、
秋
は
由
作
に
て
り
増
る
も
み
ち
、
冬
は
朽
網
山
に
降
つ
も
る
し
ら
雪
、
夕
さ
れ
は
暗
て
帰
る
烏
か
嶽
の
名
に
父
母
を
こ
ひ
、

曙
は
嬉
し
き
伊
豆
坂
の
か
ね
に
人
み
な
の
昔
を
し
た
ひ
、
稲
葉
川
い
な
み
も
果
ぬ
花
の
辺
に
、
浅
草
の
あ
さ
き
と
ふ
か
山
の
ふ
か
き
を

く
み
て
、
高
千
穂
の
峯
の
た
か
き
こ
A

ろ
を
も
た
ら
は
、
挿
花
の
手
業
は
い
よ
＼
安
く
平
ら
け
く
、
か
た
む
き
の
傾
く
こ
と
な
く
、
柏

あ
さ
も
よ
し
木
原
の
山
の
松
の
葉
の
散
う
せ
す
、
正
木
の
か
つ
ら
な
か
く
っ
た
は
り

原
の
か
し
こ
み
つ
ヽ
し
ま
は
、
千
と
せ
経
と
も

い
ろ
か
へ
ぬ
た
け
た
の
里
は
さ
か
え
つ
ヽ
直
な
る
代
々
の
か
き
り
し
ら
れ
し

巻
末
に
置
く
竹
田
の
跛
は
七
絶
六
首
と
そ
の
引
を
跛
に
代
え
て
斗
遠
の
需
め
に
応
じ
た
も
の
で
、
文
政
十
年
四
月
に
長
崎
の
寓
居
梨
雲

居
に
於
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
六
首
の
内
の
初
め
の
一
首
と
引
の
み
は
、
既
に
大
正
十
三
年
の
『
田
能
村
竹
田
全
集
』
を
初
め
『
大
風
流

田
能
村
竹
田
』
巻
四
、
大
島
氏
の
『
田
能
村
竹
田
』
巻
三
等
に
「
跛
挿
花
瓶
冊
」
「
跛
挿
花
百
瓶
冊
」
等
の
題
で
翻
字
さ
れ
る
が
、
他
の
五

首
に
つ
い
て
は
見
出
し
得
な
い
の
で
、
以
下
に
翻
字
す
る

朱
門
面
々
水
之
涯

節
近
清
明
好
浣
沙
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日
漸
長
時
深
掩
紗

昨
朝
風
雨
今
朝
病

昨
夜
東
風
満
水
涯

色
即
是
空
々
即
色

四
つ
め
は
や
は
り
岡
社
中
の
挿
花
図
を
中
心
に
ま
と
め
た
『
三
十
六
花
選
相
老
帖
』
で
あ
る
。

大
本
一
冊
で
表
紙
は
例
の
金
箔
に
櫻
花
紅
葉
を
散
ら
し
、
題
策
は
単
枠
に
「
三
十
六
花
選
相
老
帖

『
筑
紫
』
の
百
瓶
と
同
意
匠
で
、
中
央
に
大
題
「
鴫
鱚
峠
疇
三
十
六
華
選
相
生
帖
全
二
巻
」
と
あ
り
、
左
に
「
梓
行

板
者
名
を
記
す
。
全
二
巻
は
恐
ら
く
は
誤
刻
で
、
題
策
に
も
あ
る
通
り
一
冊
で
完
本
で
あ
る
。

巻
頭
は
大
坂
の
田
鶴
舎
村
田
春
門
の
和
序
二
丁
、
次
に
例
の
文
政
十
一
年
五
月
と
あ
る
例
言
代
り
の
附
録
一
丁
、
次
に
文
政
十
年
三
月

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

初
暇
紅
動
溌
窓
紗

検
稿
自
傷
春
漸
暮

紫
荘
黄
鶯
上
下
斜

一
年
最
好
暮
春
月

春
風
到
此
能
無
意

残
紅
零
落
砕
餘
霞

不
唯
妙
法
属
蓮
花

花
映
佳
人
々
映
花

東
風
吹
入
四
娘
家

無
地
着
愁
唯
着
花

形
管
支
願
倒
饗
鶉

閑
吟
巳
近
牡
丹
花

自
嫌
性
冷
負
繁
華

更
過
明
朝
盛
落
花

完
」
と
あ
る
。
見
返
し
も
『
東
肥
』

洗
竹
i

奄
富
上
」
と
蔵
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歳
陽
雖
レ

華
人
周
安
泉
の
題
辞
半
丁
を
置
い
て
、
本
文
の
挿
花
図
と
な
る
が
、
今
度
は
趣
好
を

凝
ら
し
て
見
開
き
に
男
女
一
対
づ
ヽ
の
挿
花
図
十
八
対
、
三
十
六
瓶
を
収
め
、
そ
の

後
に
、
ま
づ
享
和
二
年
八
月
、
亀
井
南
冥
が
渉
茉
に
挿
花
筒
を
贈
ら
れ
た
折
の
謝
詩

二
首
一
丁
、
更
に
そ
の
二
十
五
年
後
の
文
政
九
年
、
今
度
は
斗
遠
に
挿
花
筒
を
贈
ら

れ
た
そ
の
子
昭
陽
の
謝
辞
二
丁
半
、
筑
前
の
歌
人
雲
阿
と
春
山
の
詠
歌
半
丁
、
山
陽

が
欧
陽
脩
の
詩
句
を
結
句
に
用
い
て
斗
遠
に
贈
っ
た
瓶
花
詩
七
律
一
首
一
丁
、
本
居

大
平
の
菊
と
梅
の
詠
歌
六
首
半
丁
、
小
原
君
雄
の
和
跛
半
丁
、
江
芸
閣
と
大
熊
言
志

の
詩
と
歌
半
丁
、
文
政
十
一
年
彦
根
清
涼
禅
寺
に
国
侯
御
参
廟
の
折
の
斗
遠
の
献
花

図
半
丁
、
高
橋
正
澄
、
篠
崎
小
竹
、
熊
谷
直
好
、
村
田
春
門
、
有
賀
長
基
、
斉
藤
零

江
、
森
川
竹
窓
、
坂
本
雪
臣
等
々
大
坂
の
聞
人
連
中
の
詩
歌
散
ら
し
書
き
一
丁
半
、

季
鷹
の
和
跛
一
丁
、
岡
本
景
文
の
画
半
丁
と
ま
こ
と
に
目
ま
ぐ
る
し
く
、
更
に
そ
の

後
に
賛
者
名
録
を
一
丁
半
、
こ
れ
は
ま
た
写
箕
で
掲
出
す
る
。

そ
の
後
に
豊
後
の
古
流
会
頭
並
び
に
会
典
の
連
名
を
半
丁
、
洗
竹
奄
の
蔵
版
記
半

丁
、
そ
し
て
、
『
筑
紫
百
瓶
』
と
全
く
同
じ
奥
付
を
半
丁
置
い
て
巻
を
終
る
。
南
冥
の

謝
詩
二
首
は
「
南
冥
壬
戌
稿
」
に
あ
っ
て
、
近
時
刊
行
さ
れ
た
「
亀
井
疇
叡
全
集
」
八

君
又
来
敲
茅
筆
中
―

巻
に
も
収
ま
る
が
、
昭
陽
の
分
は
見
え
な
い
よ
う
な
の
で
左
に
写
し
て
お
く
。

亀
齢
軒
主
人
来
訪
、
胎
以
挿
花
筒
＿
、
書
レ
感
謝
呈
、

壬
戌
中
秋
朔
乃
翁
訪
我
翁
一
五
言
詩
二
首
走
レ
筆
謝
花
筒
―

爾

来

流

年

過

五

々

時

惟

八

月

労

死

暁

―
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亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

七
月
二
十
日

七
月
二
十
一
日

亀
齢
軒
又
、
月
琴
を
奏
す

亀
齢
軒
来
見

「
月
琴
弦
き
、
か
つ
話
し
、
深
更
ま
で
居
る
」

七
月
六
日

雅
胎
＿
奈
罷
耀

大
平
の
歌
は
―
一
に
菊
と
梅
を
詠
み
入
れ
て
、
恐
ら
く
は
本
書
の
男
女
一
対
の
挿
花
に
応
じ
た
趣
向
と
思
は
れ
、
君
雄
の
長
歌
は
、
題
に

「
亀
齢
軒
の
主
の
弾
伝
へ
ら
れ
し
月
琴
を
初
め
て
聞
め
で
A

よ
み
て
参
ら
す
長
歌
」
と
あ
れ
ば
、
こ
の
頃
既
に
月
琴
の
技
に
は
十
分
に
長
じ

て
い
た
も
の
ら
し
い
。
次
の
大
熊
言
志
の
歌
も
「
こ
の
う
た
は
亀
齢
の
う
し
に
月
琴
の
曲
を
さ
つ
か
り
し
と
き
の
わ
か
れ
に
よ
め
る
也
」

と
詞
書
が
あ
る
。
季
鷹
の
跛
は
過
ぎ
し
文
政
六
年
の
春
、
斗
遠
や
倭
文
子
等
と
共
に
吉
野
に
遊
ん
だ
お
り
の
三
人
の
詠
歌
を
記
し
て
い
る

の
は
、
既
に
前
稿
に
引
い
て
お
い
た
。
と
も
か
く
こ
の
相
生
帖
は
小
冊
な
が
ら
斗
遠
の
趣
味
や
交
遊
を
継
結
集
し
た
感
の
あ
る
華
麗
な
出

来
栄
え
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
う
べ
く
、
当
時
、
諸
流
の
瓶
花
図
帖
の
中
で
も
一
き
わ
目
立
つ
存
在
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
尚
、
挿

以
上
で
よ
う
や
く
文
政
十
一
年
迄
の
五
部
の
挿
花
図
刊
本
に
つ
い
て
の
紹
介
を
終
え
た
が
、
五
部
を
通
じ
て
顕
著
な
斗
遠
の
交
遊
関
係

で
は
、
唐
人
も
含
め
て
地
元
九
州
の
諸
彦
は
携
置
き
、
京
で
は
頼
山
陽
賀
茂
季
鷹
、
大
坂
の
篠
崎
小
竹
辺
り
が
特
に
目
立
つ
存
在
で
あ

る
。
そ
し
て
、
以
後
の
斗
遠
の
活
動
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
線
上
に
浮
沈
す
る
様
相
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

文
政
十
二
年
、
こ
の
年
の
斗
遠
の
消
息
は
、
木
崎
愛
吉
編
「
頼
山
陽
全
伝
」
に
あ
ら
わ
れ
る
。
即
ち

亀
齢
軒
来
見

花
図
中
、
藤
袴
に
〈
亀
齢
軒
妹
美
嘉
子
〉
紅
梅
百
椿
に
〈
亀
齢
軒
弟
清
遠
舎
祐
之
〉
の
名
が
見
え
る
。

異
歳
陰
同

何
以
胎
レ
我
懸
壁
竹

自
今
二
十
五
年

追
懐
旧
時
感
無
レ
窮

将
就
レ
木
姑
題
歳
月
附
鴻
凌

旧
時
先
人
年
六
十
、
手
迩
心
整
各
自
工

君
且
挿
花
反
春
風

今
吾
半
百
方
加
レ
四

昭
陽
亀
井
翌
選

欲
レ
酬
―
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七
月
二
十
九
日

亀
齢
軒
来
見
「
季
鷹
に
頼
み
く
れ
た
る
扇
子
持
参
…
…
長
崎
迄
行
く
よ
し
、
郷
里
は
豊
後
国
と
や
ら
申
す
事
」

こ
の
年
の
二
月
、
山
陽
は
父
春
水
十
三
回
忌
と
あ
っ
て
広
島
へ
帰
省
、
そ
の
ま
ミ
ニ
月
に
は
母
梅
認
を
奉
じ
て
上
京
し
た
。
梅
認
、
こ

の
年
古
稀
を
迎
え
て
い
る
。
斗
遠
の
頼
家
訪
問
の
折
は
、
無
論
梅
認
も
滞
京
中
で
あ
り
、
木
崎
氏
日
譜
に
引
か
れ
る
引
用
文
は
す
べ
て
、

そ
の
梅
認
滞
京
日
記
の
一
節
で
あ
る
。
斗
遠
は
梅
認
の
為
に
周
旋
し
、
し
ば
／
＼
月
琴
を
弾
い
て
、
そ
の
旅
情
を
慰
め
た
模
様
で
あ
る
。

座
談
に
も
長
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
梅
認
に
せ
が
ま
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
。
二
十
九
日
以
降
に
そ
の
消
息
が
見
え
ぬ
の
は
、

梅
認
日
記
に
い
う
よ
う
に
長
崎
へ
向
け
て
発
足
し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
梅
認
は
こ
の
年
十
月
広
島
へ
帰
っ
た
。
送
別
の
宴
に
は
季
鷹
や

倭
文
子
も
出
て
い
る
。
斗
遠
も
こ
の
時
京
阪
に
と
ゞ
ま
っ
て
い
た
ら
、
当
然
出
席
し
た
に
違
い
な
い
。
斗
遠
が
肝
煎
っ
た
季
鷹
の
扇
面
は

無
論
梅
認
の
土
産
物
と
し
て
広
島
へ
持
帰
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。

斗
遠
の
山
陽
宅
訪
問
は
無
論
こ
の
時
が
初
め
て
で
は
あ
る
ま
い
。
後
に
記
す
「
喀
血
歌
」
を
め
ぐ
る
両
人
の
関
わ
り
な
ど
を
見
れ
ば
、

斗
遠
は
こ
の
当
代
随
一
の
聞
人
の
身
辺
に
、
し
っ
か
り
と
喰
い
つ
い
て
い
た
形
跡
が
見
出
せ
て
面
白
い
。

尚
、
市
島
春
城
の
『
随
筆
頼
山
陽
』
は
昭
和
十
一
年
の
改
版
に
際
し
て
数
項
の
補
遺
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
「
頼
氏
山
陽
の

遺
事
」
と
題
し
た
一
章
中
に
、
『
三
十
六
峰
山
陽
外
史
遺
墨
』
と
題
す
る
、
嘉
永
二
年
に
斗
遠
が
編
刊
し
た
法
帖
一
帖
を
詳
し
く
紹
介
し
て

あ
る
。
そ
の
書
内
容
の
―
一
に
関
し
て
は
な
お
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
の
中
に
は
月
琴
を
通
じ
て
の
斗
遠
と
山
陽
、
梅
認
と
の
交

情
を
物
語
る
消
息
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
っ
に
、
梅
認
と
斗
遠
の
連
吟
の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

初
秋
の
よ
ひ
過
る
頃
、
亀
齢
ぬ
し
訪
ら
ひ
、
月
琴
を
弾
、
か
つ
下
の
句
を
う
た
ひ
て
、
こ
れ
に
と
の
ぞ
ま
れ
け
れ
ば

そ
の
名
お
ふ
琴
の
し
ら
べ
に
ひ
か
れ
て
や
待
し
は
つ
か
の
月
も
出
け
り

ま
た
、
こ
の
帖
の
題
辞
「
天
悦
」
の
二
字
も
山
陽
の
揮
竜
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
山
陽
が
斗
遠
の
月
琴
の
銘
と
し
て
撰
ん
だ
も
の
で
あ
る

と。
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遊
は
極
め
て
多
か
っ
た
。

゜
う
ヽ
と
し

旨
、
春
城
翁
の
説
明
が
あ
り
、
山
陽
の
詩
も
引
い
て
あ
る
。

誰
提
蝙
華
裁
王
琴
＿
圏
園
影
裏
帯
清
音
―

碧
海
青
天
夜
々
心

幾
窮
溢
底

故
作
此
詩
符
じ
之

そ
し
て
、
こ
の
詩
に
は
更
に
弘
化
二
年
に
識
さ
れ
た
小
竹
の
識
語
が
附
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
右
の
語
の
末
句
は
李
義
山
の
有
名

な
婦
蛾
の
詩
の
末
句
を
そ
の
侭
取
り
入
れ
て
あ
る
旨
を
述
べ
て
「
子
成
為
一
亀
齢
老
人
二
詠
月
琴
＿
結
用
二
義
山
全
句
＿
老
人
恐
未
レ
知
レ

之
、
故
為
書
其
末
＿
」
と
あ
る
と
い
う
。
山
陽
・
小
竹
・
斗
遠
の
交
遊
の
一
端
を
あ
り
の
ま
ヽ
に
の
ぞ
か
せ
て
い
て
面
白
い
。
春
城
翁
は

斗
遠
に
つ
い
て
「
亀
齢
と
い
う
人
は
未
だ
委
し
く
知
る
こ
と
を
得
な
い
」
と
い
わ
れ
る
の
み
で
、
多
分
長
崎
辺
の
人
か
と
推
定
を
付
け
加

え
ら
れ
た
に
と
ゞ
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
帖
は
私
自
身
未
だ
に
寓
目
し
得
な
い
の
で
、
春
城
翁
の
紹
介
は
ま
こ
と
に
有
難
い
も
の
と
い
わ
ね

援
、
翌
年
は
天
保
と
改
元
す
る
。
そ
の
三
年
の
秋
、
斗
遠
は
今
度
は
挿
花
図
で
は
な
く
、
得
意
の
月
琴
譜
を
刊
行
し
た
。
『
花
月
琴
譜
』

半
紙
本
一
冊
、
天
保
二
年
二
月
十
九
日
の
清
客
沈
津
香
の
跛
と
、
同
三
年
秋
の
文
人
公
卿
日
野
資
愛
の
序
を
備
え
、
柱
刻
に
は
「
亀
齢

琴
譜
」
と
刻
す
る
。
刊
記
・
奥
付
の
類
は
見
え
な
い
。
初
め
に
一
越
調
と
平
調
の
楽
譜
を
示
し
、
以
下
「
九
連
環
」
を
首
に
十
八
曲
の
俗

曲
詞
を
連
ね
る
の
み
の
簡
略
な
も
の
だ
が
、
邦
人
の
刊
行
す
る
月
琴
の
詞
譜
と
し
て
は
、
恐
ら
く
初
め
て
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
沈

罪
香
は
本
邦
和
歌
の
自
作
迄
あ
る
人
で
、
山
陽
と
の
交
際
の
末
、
自
ら
山
陽
の
門
人
と
称
し
た
人
で
も
あ
り
、
当
時
我
国
の
文
人
と
の
交

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

ば
な
ら
ぬ

四
絃
如
レ
語
語
何
事
―

亀
齢
主
人
学
月
琴
於
清
客

子
成
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当
時
、
我
国
で
行
な
わ
れ
て
い
た
琴
の
種
類
に
は
一
絃
の
須
磨
琴
あ
り
、
七
絃
の
琴
あ
り
、
十
三
絃
の
箪
の
琴
あ
り
、
四
絃
の
月
琴
は

最
も
新
ら
し
い
流
行
で
あ
る
。
一
絃
琴
と
十
三
絃
は
早
く
和
風
化
し
て
定
着
し
た
が
、
七
絃
琴
は
幕
初
に
業
僧
東
皐
心
越
に
よ
っ
て
将
来

さ
れ
、
以
後
支
那
趣
味
の
最
先
端
と
し
て
文
人
墨
客
の
間
に
流
行
し
、
化
政
期
頃
迄
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
月
琴
は
琴
と
い
う
よ
り
は

琵
琶
に
近
く
、
円
形
の
扁
平
な
胴
に
四
絃
を
は
り
、
特
に
明
清
俗
楽
の
伴
奏
楽
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
明
楽
は
幕
初
、
帰
化
人
の
魏
之

球
が
長
崎
に
伝
え
、
四
代
の
孫
君
山
に
よ
っ
て
明
和
頃
一
し
き
り
流
行
し
、
『
魏
氏
楽
器
図
』
や
『
魏
氏
楽
譜
』
等
の
刊
行
を
見
た
が
、
そ

の
後
途
絶
え
た
。
代
っ
て
清
楽
は
よ
り
卑
俗
な
、
従
っ
て
そ
れ
だ
け
強
烈
な
支
那
趣
味
を
ま
き
散
ら
し
な
が
ら
、
化
政
期
頃
か
ら
流
行
し

始
め
、
特
に
月
琴
は
そ
の
代
表
的
な
楽
器
と
し
て
、
明
治
初
期
迄
も
流
行
す
る
。
明
治
十
年
の
『
月
琴
楽
譜
』
序
や
、
鏑
木
淡
苺
の
『
清

風
雅
譜
』
跛
等
に
拠
っ
て
、
そ
の
沿
革
を
辿
れ
ば
、
長
崎
の
清
客
に
渕
源
し
な
が
ら
も
、
本
邦
の
伝
来
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
一
は

文
政
年
間
、
清
客
金
琴
江
か
ら
禅
僧
遠
山
荷
塘
に
伝
わ
り
、
江
戸
の
平
井
均
卿
、
そ
の
娘
の
連
山
、
梅
園
へ
と
伝
わ
っ
て
、
連
山
は
明
治

期
大
阪
へ
下
り
、
連
山
派
を
作
っ
て
大
い
に
流
行
っ
た
。
ま
た
―
つ
は
天
保
二
年
に
や
は
り
清
客
林
徳
健
か
ら
訳
士
頴
川
春
淮
に
、
そ
し

て
江
戸
の
鏑
木
淡
苺
へ
と
伝
わ
り
、
明
治
期
、
大
阪
の
連
山
派
に
対
立
し
て
東
京
に
勢
力
を
張
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
沿
革
史
の
中

に
は
、
亀
齢
軒
斗
遠
の
名
は
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
、
そ
の
片
鱗
さ
え
見
え
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
荷
塘
伝
と
し
て
既
に
著
明
な
朝

川
善
苺
の
「
荷
塘
道
人
圭
公
伝
碑
」
の
中
に
は
「
時
又
有
一
金
琴
江
者
一
。
善
一
月
琴
一
。
師
尽
伝
一
其
指
法
一
。
与
二
江
芸
閣
、
朱
柳
橋
、
李
小

白
、
周
安
泉
諸
子
一
交
最
親
」
と
い
う
。
荷
塘
は
斗
遠
よ
り
も
十
七
オ
の
年
少
。
唐
話
学
の
大
家
と
し
て
の
荷
塘
の
名
は
今
も
僅
か
に
識
者

間
に
知
ら
れ
る
の
み
の
存
在
で
あ
る
が
、
当
時
の
荷
塘
の
足
跡
は
意
外
な
ほ
ど
斗
遠
と
重
な
り
合
っ
て
い
て
、
文
化
末
年
に
は
日
田
に

あ
っ
て
淡
窓
塾
に
学
び
、
そ
の
後
長
崎
に
遊
ん
で
唐
音
や
月
琴
の
学
習
に
出
精
し
、
文
政
七
年
に
は
亀
井
昭
陽
一
家
と
極
め
て
親
密
な
交

り
を
天
保
二
年
に
没
す
る
迄
持
ち
続
け
て
い
る
。
事
柄
は
近
年
で
は
『
亀
井
南
冥
・
昭
陽
全
集
』
第
六
巻
所
収
の
「
家
学
小
言
」
の
解
題

に
、
荒
木
見
悟
氏
に
よ
っ
て
略
述
さ
れ
、
そ
の
後
徳
田
武
氏
の
「
遠
山
荷
塘
と
亀
井
昭
陽
」
（
明
治
大
学
教
養
論
集
・

233号
）
に
も
詳
し
く

紹
介
さ
れ
る
。
長
崎
で
交
遊
を
重
ね
た
清
客
の
内
、
江
芸
閣
や
周
安
泉
は
既
に
見
た
通
り
斗
遠
の
交
遊
圏
内
に
あ
り
、
昭
陽
、
旭
荘
ま
た
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然
り
。
恐
ら
く
、
斗
遠
と
荷
塘
自
身
も
当
然
互
い
に
そ
の
名
を
識
り
、
恐
ら
く
は
ど
こ
か
で
袖
ふ
れ
合
っ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
。
昭

陽
が
荷
塘
の
月
琴
を
初
め
て
聞
い
た
の
が
文
政
七
年
五
月
（
空
石
日
記
）
と
い
う
。

一
方
文
政
九
年
八
月
に
昭
陽
を
訪
う
た
斗
遠
は
、
そ

の
時
月
琴
を
弾
し
た
か
否
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
前
述
し
た
通
り
、
文
政
十
一
年
の
『
相
生
帖
』
に
は
彦
根
の
小
原
君
雄
や
博
多
の
大
熊
言

志
に
、
文
政
十
二
年
に
は
京
都
の
山
陽
宅
で
母
刀
自
梅
認
に
月
琴
を
弾
じ
て
み
せ
て
い
る
。
前
述
し
た
春
城
翁
の
紹
介
に
な
る
山
陽
の
詩

引
に
は
「
亀
齢
主
人
学
月
琴
於
清
客
」
と
あ
っ
た
。
『
月
琴
楽
譜
』
序
に
よ
れ
ば
江
芸
閣
も
名
手
で
あ
っ
た
ら
し
い
の
で
、
斗
遠
は
案
外
芸

閣
辺
り
に
そ
の
指
法
を
授
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
し
て
天
保
三
年
の
『
花
月
琴
譜
』
の
刊
行
を
見
た
。
と
す
れ
ば
本
邦
月
琴
の
流
伝

は
前
記
二
流
以
外
に
、
芸
閣
か
ら
斗
遠
に
伝
わ
り
大
坂
に
定
着
し
た
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
所
見
の
月
琴

譜
類
に
は
嘉
永
四
年
の
序
を
持
つ
江
戸
の
大
島
秋
琴
な
る
人
物
が
刊
行
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
又
前
記
二
流
以
外
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
こ
れ
と
斗
遠
と
が
如
何
な
る
関
わ
り
を
持
つ
か
、
こ
れ
も
今
は
ま
だ
未
詳
と
い
う
他
は
な
い
。

七
絃
琴
や
明
楽
が
な
お
文
人
儒
生
の
余
伎
と
い
う
格
調
を
保
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
月
琴
に
よ
る
清
楽
は
俗
楽
と
し
て
の
度
合
い
を
強

め
、
花
柳
情
痴
の
風
調
の
故
に
好
ま
れ
た
気
配
が
あ
る
。
そ
れ
は
既
に
老
熟
期
に
入
っ
た
近
世
雅
文
壇
の
動
向
と
も
同
調
し
て
、
そ
の
間

に
隠
見
す
る
斗
遠
の
高
級
翔
間
ぶ
り
が
目
に
浮
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

巻
頭
日
野
資
愛
の
序
に
は
「
葛
生
近
又
遊
一
長
崎
苺
ナ
一
月
琴
於
清
客
一
而
帰
、
摺
弾
皆
一
尽
其
秘
奥
＿
、
一
夕
来
為
レ
吾
弾
二
数
曲
ー
、
清
亮
堪
レ

賞
、
中
有
下
以
邦
語
一
演
歌
者
八
間
雅
可
レ
愛
、
亦
雖
下
得
之
清
客
＿
而
発
中
活
溌
於
自
己
上
、
自
一
一
月
琴
一
以
来
可
畠
叩
始
有
其
人
一
也
」
の

語
が
あ
る
。
葛
生
の
称
は
斗
遠
が
亀
齢
軒
二
世
を
渉
茉
か
ら
継
承
し
た
際
に
沙
茉
の
姓
葛
野
を
も
継
い
で
い
た
事
の
證
拠
で
も
あ
る

本
書
も
伝
本
の
稀
な
も
の
ゆ
え
、
収
載
さ
れ
た
曲
詞
の
題
目
の
み
で
も
記
し
つ
け
て
お
こ
う
。

一
越
調
で
九
連
環
、
鳳
陽
調
、
算
命
曲
、
含
艶
曲
、
四
節
曲
、
滝
州
曲
、
久
聞
。
吟
吟
調
。
平
調
に
脚
魚
賣
、
補
liI
、
月
花
集
、
尼
姑

思
述
。
三
国
史
か
ら
碧
破
玉
、
桐
城
歌
、
雙
諜
翠
、
四
不
像
。
そ
れ
に
金
線
花
の
一
、
二
、
三
排
、
銀
担
絲
の
一
、
二
、
三
排
。

以
上
十
八
種
、
日
本
で
も
大
は
や
り
の
「
九
連
環
」
か
ら
「
久
聞
」
「
尼
姑
思
述
」
な
ど
の
恋
情
綿
々
た
る
も
の
、
「
脚
魚
賣
」
の
よ
う

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）
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病
中

な
街
頭
の
魚
屋
の
賣
り
声
、
三
国
史
も
の
の
勇
ま
し
さ
、
情
趣
あ
ふ
れ
る
「
金
線
花
」
「
銀
拐
絲
」
等
々
、
小
冊
な
が
ら
一
讀
瞬
時
に
、
そ

の
身
は
長
崎
の
唐
人
屋
敷
か
、
逝
か
唐
山
城
市
の
雑
踏
の
中
に
あ
る
如
く
に
覚
え
る
読
者
も
大
勢
い
た
に
違
い
な
い
。

当
代
き
っ
て
の
文
人
公
卿
日
野
資
愛
に
頼
ん
だ
「
花
月
琴
譜
」
序
撰
文
の
日
附
は
天
保
三
年
の
秋
、
そ
し
て
同
じ
秋
の
九
月
廿
三
日
に

山
陽
が
病
没
す
る
。
恐
ら
く
琴
譜
は
山
陽
の
目
に
は
触
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
た
ゞ
山
陽
没
す
る
一
と
月
ほ
ど
前
の
中
秋
、
賞
月
を
目
論

だ
斗
遠
は
、
猪
飼
敬
所
と
共
に
病
床
の
山
陽
を
訪
れ
、
枕
辺
に
月
琴
を
弾
じ
て
そ
の
病
を
慰
め
た
。
山
陽
は
そ
の
返
礼
の
つ
も
り
か
、
翌

日
詩
数
篇
、
水
墨
山
水
二
図
、
及
び
例
の
有
名
な
「
喀
血
歌
」
一
篇
を
揮
奄
し
て
一
帖
と
な
し
た
も
の
を
斗
遠
に
胎
っ
た
。
詩
や
水
墨
画

は
以
前
に
書
い
て
お
い
た
も
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
最
初
の
吐
血
は
こ
の
年
六
月
十
二
日
の
事
ゆ
え
「
喀
血
歌
」
の
成
稿
は
当
然
そ
の
後
の

こ
と
、
木
崎
氏
は
「
全
伝
」
に
七
月
末
の
こ
と
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。
山
陽
は
少
な
か
ら
ず
こ
の
稿
は
得
意
だ
っ
た
と
み
え
て
、
今
も
自

筆
稿
数
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
或
い
は
遺
書
絶
筆
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
斗
遠
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
天
保

六
年
、
右
の
喀
血
歌
の
み
を
墨
帖
に
仕
立
て
、
そ
の
入
手
の
経
緯
を
自
跛
に
記
し
て
附
刻
し
刊
行
し
た
。
前
述
の
、
敬
所
と
共
に
病
床
に

看
月
し
た
次
第
は
、
右
の
跛
文
に
拠
る
。
木
崎
氏
は
斗
遠
所
持
の
山
陽
自
筆
帖
を
見
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
そ
れ
に
篠
崎
小
竹
の
次
韻
と

弔
詩
が
附
記
さ
れ
て
い
る
旨
を
「
全
伝
」
の
天
保
三
年
七
月
廿
二
日
の
條
に
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
斗
遠
跛
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た
墨
帖

の
方
は
目
に
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
右
の
中
秋
看
月
云
々
の
消
息
は
「
全
伝
」
に
も
見
え
な
い
。
よ
っ
て
斗
遠
の
自
跛
を
翻
字
し
て
お

く
。
但
し
、
所
見
の
墨
帖
は
一
部
の
み
で
、
し
か
も
こ
の
自
祓
部
分
は
極
め
て
墨
付
き
が
悪
く
、
ど
う
し
て
も
判
讀
出
来
な
い
ケ
所
は
水

田
紀
久
氏
の
助
力
を
得
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

右
喀
血
歌
一
首
山
陽
翁
病
中
之
作
也
。
余
頃
日
請
諸
名
家
一
集
各
家
書
画
帖
一
。
請
レ
翁
亦
久
而
未
レ
款
。
歳
壬
辰
秋
八
月
既
望
夜
、
翁

遂
敬
所
先
生
及
余
於
三
樹
之
棲
嘗
ご
月
。
余
弾
月
琴
数
曲
＿
助
レ
興
。
夜
半
而
罷
。
翁
歓
甚
云
。
兄
明
日
重
来
了
．
前
日
之
債
一
。
翌
日
日

哺
余
訪
レ
之
則
一
帖
既
作
方
瑯
筆
倦
甚
。
併
小
詩
幾
篇
水
墨
山
水
二
図
及
此
歌
命
{
-
―
帖
一
。
無
レ
間
翁
没
。
人
日
請
一
此
帖
―
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所
レ
作
第
一
合
作
且
既
為
絶
筆
＿
争
求
レ
覧
者
相
尋
無
レ
断
。
余
初
出
示
以
誇
レ
心
及
其
求
者
衆
＿
巳
不
レ
得
レ
拒
亦
不
レ
勝
＿
其
煩
―

日
下
抜
此
歌
奉
レ
請
亜
相
公
題
辞
為
之
楊
本
以
博
其
伝
且
以
塞
中
其
責
八
亦
殆
好
事
之
一
瞥
到
手
此
＿
耳

敬
所
、
名
は
彦
博
。
京
に
住
ん
で
儒
を
講
じ
、
諸
侯
に
重
ん
じ
ら
れ
た
が
、
中
で
も
津
藩
に
は
賓
師
と
し
て
寓
せ
ら
れ
た
。
巌
垣
龍
浚

門
に
学
び
、
古
義
折
衷
の
学
を
奉
じ
て
、
こ
と
学
問
に
関
し
て
は
厳
さ
を
以
て
聞
え
、
ま
た
生
来
澗
痛
持
ち
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
が
、
ニ

十
歳
ほ
ど
も
若
い
山
陽
と
は
極
め
て
良
く
、
肝
胆
相
照
ら
す
交
り
を
持
つ
。
京
学
の
こ
と
と
て
紺
紳
家
と
の
交
り
も
多
か
っ
た
が
、
特
に

日
野
、
広
橋
の
二
公
に
信
重
さ
れ
た
の
で
、
斗
遠
と
は
或
い
は
日
野
家
に
関
は
る
交
り
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
斗
遠
よ
り
も
一
七
オ
の

年
長
。
こ
の
頃
既
に
耳
は
聾
し
、
目
は
失
明
に
近
か
っ
た
の
で
、
斗
遠
の
月
琴
も
果
し
て
聞
こ
え
て
い
た
か
ど
う
か
。
し
か
し
、
共
に
興

じ
た
病
床
の
山
陽
の
胸
中
に
は
、
四
年
前
、
同
じ
三
本
木
の
水
西
荘
に
母
梅
認
と
共
に
聞
い
た
曲
調
が
、
あ
り
あ
り
と
想
い
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
九
月
廿
三
日
、
山
陽
は
五
十
三
オ
の
若
さ
で
歿
し
た
。

そ
の
廿
八
日
、
大
坂
に
戻
っ
て
い
た
斗
遠
は
、
山
陽
と
莫
逆
の
交
り
を
結
ん
で
い
た
篠
崎
小
竹
の
家
を
訪
れ
、
例
の
喀
血
歌
の
自
筆
帖

を
示
し
た
。
小
竹
は
そ
の
帖
中
に
次
鉤
詩
と
悼
亡
詩
を
揮
奄
し
て
斗
遠
に
贈
っ
た
も
の
ら
し
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
、
木
崎
氏
の
「
全

伝
」
七
月
廿
二
日
（
五
一
四
頁
）
に
あ
り
、

是
月
（
九
月
）
廿
八
日
、
亀
齢
山
人
来
、
示
＿
子
成
病
中
所
レ
書
詩
帖
一
。
展
覧
愴
然
、
因
録
二
次
鞘
詩
及
悼
亡
之
詩
＿
以
相
贈
。
聞
山
人
将
レ

遊
南
紀
東
武
。
須
乞
か
知
子
成
及
余
考
F
相
与
傷
甲
逝
耳
。
小
竹
散
人
篠
崎
弼
。
時
年
五
十
有
二

の
識
語
を
記
録
し
て
あ
る
。
即
ち
斗
遠
蔵
の
名
家
書
画
帖
に
は
、
山
陽
の
筆
に
続
い
て
、
今
又
小
竹
の
想
い
を
籠
め
た
筆
跡
が
加
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
斗
遠
の
南
紀
、
江
戸
へ
の
旅
は
果
し
て
何
時
行
な
わ
れ
た
の
か
手
懸
り
は
無
い
が
、
こ
の
書
画
帖
が
携
へ
ら
れ
た
こ
と
は

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

花
月
栞
翁
亀
齢
識

芦

逼
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明
日
を
も
し
れ
ぬ
病
人
に
大
冊
の
揮
奄
を
無
理
強
い
す
る
な
ん
て
、
厚
か
ま
し
い
と
、
あ
き
れ
て
み
せ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
迄
の
斗
遠

と
、
山
陽
、
小
竹
と
の
関
わ
り
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
こ
の
「
あ
つ
か
ま
し
き
奴
」
と
い
う
表
現
に
は
、
斗
遠
へ
の
親
し
み
が
こ
め
ら
れ

た
も
の
と
解
釈
出
来
る
よ
う
に
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
場
で
自
ら
も
弔
詩
や
次
領
詩
を
揮
憂
し
た
わ
け
だ
ろ
う
。

天
保
四
年
の
末
十
二
月
、
大
坂
の
書
陣
柏
原
屋
清
右
衛
門
は
、
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
他
の
亀
齢
軒
瓶
花
図
五
部
を
一
度
に
求
板
刊
行
し
た

模
様
で
あ
る
。
こ
と
は
『
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
の
板
行
願
書
に
歴
然
と
し
て
お
り
、
又
こ
の
時
の
奥
付
、
即
ち
「
天
保
四
年
已
十
二
月

／
書
林
大
阪
心
斎
橋
通
／
柏
原
屋
清
右
衛
門
」
と
刻
し
た
奥
付
を
附
す
も
の
を
『
東
肥
』
と
『
筑
紫
』
の
二
部
に
つ
い
て
は
実
見
し
た
。

そ
し
て
右
の
二
部
は
書
型
、
表
紙
、
題
策
、
見
返
し
、
内
容
共
に
文
政
十
一
年
の
初
印
本
と
殆
ん
ど
同
体
裁
の
も
の
ゆ
え
、
他
の
三
部
も

恐
ら
く
は
初
板
と
同
じ
亀
齢
軒
好
み
の
体
裁
で
再
刊
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

つ
い
で
に
こ
ヽ
で
こ
れ
以
後
の
亀
齢
軒
挿
花
図
の
後
印
本
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
そ
し
て
更
に
後
年
、
京
都
正
宝
堂
丁
子
屋
源
次

郎
を
主
に
、
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
と
、
大
坂
の
河
内
屋
茂
兵
衛
と
同
喜
兵
衛
、
京
の
出
雲
寺
文
次
郎
と
菱
屋
正
次
郎
の
五
陣
を
相
板
元

と
し
た
後
印
本
が
、
や
は
り
五
部
共
に
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
見
し
た
の
は
『
竹
田
百
瓶
』
の
分
の
み
だ
が
、
こ
れ
は
題
策
を
「
松

月
堂
活
花
百
瓶
」
、
見
返
し
を
「
活
華
百
瓶
図
」
と
改
め
、
外
型
を
半
紙
本
型
に
代
え
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
手
の
奥
付
に
は
、

写
遣
し
候

間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
同
じ
く
「
全
伝
」
九
月
廿
九
日
の
項
に
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
更
に
面
白
い
小
竹
の
手
紙
の
一
節
が
披
露

さ
れ
て
い
る
。
小
竹
か
ら
山
陽
の
主
治
医
だ
っ
た
京
の
小
石
樫
園
宛
。
抜
書
ゆ
え
、
そ
の
部
分
の
み
を
転
記
す
る
と

昨
日
、
亀
齢
軒
参
り
侯
而
、
翁
病
中
所
為
写
法
帖
一
寛
仕
候

此
漢
、
あ
つ
か
ま
し
き
奴
に
て
、
大
冊
を
せ
が
み
候
よ
し
。
私
に
も
催
促
候
故
、
此
詩
（
弔
詩
）

讀
至
末
段

被
レ
致
落
誤
候

及
喀
血
次
韻
之
詩
を
、
席
上
に
て
揮
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松
月
堂
古
流
と
小
書
き
し
て
「
挿
花
四
季
百
瓶

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

二
冊
、
生
華
水
茎
百
瓶

一
冊
、
挿
花
百
瓶

二
冊
、
活
花
三
十
六
花
選

続
挿
花
百
瓶
二
冊
」
と
並
記
さ
れ
、
板
元
に
は
前
記
の
三
都
六
陣
が
並
ん
で
い
る
。
即
ち
『
東
肥
』
『
筑
紫
』
以
下
の
五
部
を
右
の
如
く

改
題
し
、
全
部
を
半
紙
本
型
に
改
め
て
後
印
し
た
も
の
ら
し
い
。

そ
し
て
、
こ
の
六
陣
相
板
本
に
は
更
に
後
印
改
題
本
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
三
十
六
華
選
相
生
帖
』
の
分
の
み
を
除
い
た
残
り
の
四
部
八

冊
を
、
す
べ
て
半
紙
本
型
の
同
体
裁
で
、
『
生
花
四
季
百
瓶
』
初
集
か
ら
四
集
の
揃
い
本
と
し
て
出
す
も
の
で
、
表
紙
も
小
菊
紋
の
地
色
の

み
を
変
え
た
も
の
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
は
全
部
実
見
す
る
事
が
出
来
た
。
右
の
半
紙
本
型
の
二
通
り
の
後
印
本
は
、
何
れ
も
そ
の
刊
年

を
正
確
に
認
定
す
る
事
が
出
来
な
い
が
、
前
者
は
天
保
四
年
以
後
、
弘
化
、
嘉
永
頃
の
刊
、
後
者
は
更
に
遅
れ
て
明
治
に
近
い
頃
の
刊
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
半
紙
本
型
に
な
っ
て
か
ら
は
、
五
部
の
間
で
、
題
言
や
序
、
跛
等
を
適
宜
入
れ
変
え
た
り
し
た
形
跡
が
見

え
て
い
て
、
初
印
本
と
は
大
分
様
変
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

最
後
印
四
集
揃
い
本
の
内
の
第
三
集
は
、
本
来
の
『
東
肥
群
芳
百
瓶
』
に
当
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
は
所
見
の
初
印
本
に
は
見
え
な
い

序
文
が
一
丁
加
わ
っ
て
お
り
、
．
こ
れ
は
松
月
堂
古
流
の
代
々
と
、
後
の
家
元
植
松
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
詳
述
し
た
珍
ら
し
い
資
料
と

思
え
る
の
で
、
左
に
記
し
て
お
く
。

二
冊
、
同

松
月
堂
古
流
生
花
中
興
、
東
都
是
心
軒
法
眼
一
露
翁
也
。
其
門
に
四
宗
匠
あ
り
。
第
一
甲
府
忘
川
亭
宝
和
、
第
二
京
師
和
光
庵
卜
友
、

第
三
浪
花
亀
齢
軒
沙
茉
、
第
四
伊
勢
鶴
鳴
館
知
二
等
の
人
々
な
り
。
是
心
軒
は
安
永
九
年
十
月
二
日
行
年
四
十
七
歳
に
し
て
江
戸
に
終

り
、
今
文
政
十
亥
ま
で
、
死
後
よ
り
四
十
八
年
な
り
。
其
後
続
て
宝
和
、
知
二
卒
す
。
故
に
京
師
和
光
i

奄
東
国
三
十
三
ヶ
国
を
受
持
と

定
め
、
西
三
十
三
ヶ
国
は
浪
葉
亀
齢
軒
受
持
と
極
め
、
こ
れ
よ
り
東
西
と
わ
か
れ
て
今
に
連
綿
た
り
。
さ
て
又
五
大
坊
と
い
へ
る
名
は
、

則
是
心
軒
法
眼
に
叙
す
る
の
時
、
仮
に
山
門
の
五
大
坊
と
な
り
た
る
な
れ
ば
、
こ
れ
是
心
軒
の
別
号
な
り
け
る
を
、
没
後
卜
友
わ
た
＜

し
に
奪
て
五
大
坊
と
号
し
、
加
之
植
松
中
納
言
殿
を
堂
上
の
御
家
元
と
頼
み
、
巳
が
権
を
専
と
す
。
こ
れ
皆
卜
友
一
個
の
計
に
出
る
所

な
り
。
元
来
植
松
殿
、
町
尻
殿
同
時
に
是
心
軒
に
御
入
門
あ
っ
て
、
是
心
軒
の
門
人
な
り
。
後
是
心
軒
、
町
尻
殿
の
猶
子
と
成
て
、
紫
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中
に
い
う

の
指
貫
を
着
せ
り
。
麟
叶
麟
聾
鰐
蘊
麟
紅
〗
紅
尻
畔
麟
せ
よ
か
く
卜
友
一
人
の
了
簡
に
出
る
所
な
れ
ば
、
亀
齢
軒
沙
莱
翁
は
生
涯
植
松
殿
に
詣
せ

ず
、
今
の
亀
齢
軒
は
五
大
坊
双
蛾
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
始
て
植
松
家
に
詣
と
い
へ
ど
も
、
猶
沙
莱
翁
か
志
を
嗣
て
、
會
頭
、
會
典
、
席

札
、
井
傭
等
亀
齢
軒
が
心
の
侭
に
す
。
さ
れ
ば
植
松
家
に
等
し
き
家
元
な
り
。
今
松
月
堂
古
流
海
内
に
多
と
雖
も
、
植
松
家
、
亀
齢
軒

の
両
家
を
も
っ
て
古
流
の
家
元
な
る
を
、
後
世
の
人
た
ゞ
植
松
家
の
み
を
家
元
也
と
思
ひ
ま
ど
ひ
な
ん
こ
と
を
計
り
て
、
此
く
だ
り
を

知
ら
し
む
る
も
の
也

文
政
十
亥
年
三
月

西
都
府
緑
南
斎
御
鸞

今
の
御
家
元
植
松
家
に
は
ち
と
聞
づ
ら
い
條
り
も
混
じ
る
が
、
こ
れ
も
歴
史
の
一
駒
と
し
て
み
れ
ば
ま
た
一
の
資
料
で
は
あ
ろ
う
。

天
保
六
年
、
前
述
し
た
山
陽
の
「
喀
血
歌
」
を
墨
帖
と
し
て
刊
行
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
こ
と
ら
し
い
。
即
ち
、
そ
の
帖
の
末
に
附
刻

さ
れ
た
小
竹
の
跛
文
の
年
記
が
、
「
天
保
乙
未
（
六
年
）
上
元
後
一
日
（
正
月
十
六
日
）
為
亀
齢
道
人
書
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
巻
頭
に

「
語
驚
人
」
と
大
書
す
る
日
野
資
愛
の
題
字
を
置
き
、
「
吾
有
ー
一
腔
血
＿
其
色
正
赤
其
性
熱
」
に
始
ま
る
喀
血
歌
の
自
筆
刻
を
六
折
、
そ

し
て
「
壬
辰
夏
秋
之
交
、
患
喀
血
一
群
医
以
為
レ
難
レ
起
。
因
作
喀
血
歌
一
、
柳
以
自
遺
。
所
謂
長
歌
当
レ
哭
者
也
。
讀
者
哭
耶
、
抑
咲
邪

三
十
六
峰
外
史
手
録
付
亀
齢
主
人
―
」
と
し
た
引
が
二
折
あ
っ
て
、
前
引
の
亀
齢
自
跛
が
あ
り
、
そ
の
後
に
更
に
小
竹
跛
二
折
が
あ
る
。

此
喀
血
詩
、
亦
数
月
前
任
レ
筆
揮
写
、
以
遺
病
中
之
無
柳
一
者
、
観
ー
＿
結
末
数
句
百
戸
知
丑
盆
戸
戯
作
至
合
非
二
絶
筆
一
也
。
絶
筆
則
有
―

南
朝
正
統
議
一
大
篇
一
。

即
ち
、
斗
遠
の
祓
に
こ
れ
を
山
陽
の
絶
筆
と
称
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
戯
作
で
あ
っ
て
、
本
当
の
絶
筆
は
南
朝
正
統
を
論
じ
た

大
作
こ
そ
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
、
随
分
あ
け
す
け
に
斗
遠
の
言
を
駁
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
れ
を
そ
の
ま
ヽ
跛
文
と
し
て
掲
げ
る
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J

と
が
出
来
る
。

斗
遠
。
こ
の
辺
り
に
も
斗
遠
と
小
竹
の
間
柄
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

小
竹
の
い
う
南
朝
正
統
論
と
は
、
九
月
の
九
日
、
津
へ
出
講
の
途
次
、
見
舞
に
立
寄
っ
た
敬
所
と
、
病
床
で
南
北
正
統
に
つ
い
て
大
議

論
に
及
び
、
懐
慨
の
余
り
に
書
き
上
げ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
『
政
記
』
に
収
め
ら
れ
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
歿
前
僅
か
に
十
四

日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

天
保
七
年
の
正
月
、
斗
遠
は
も
う
一
人
の
友
人
、
と
い
う
よ
り
は
、
壮
年
時
上
京
以
来
殆
ん
ど
師
父
の
如
く
に
交
っ
て
来
た
賀
茂
季
鷹

を
語
ら
っ
て
、
奇
抜
な
と
し
か
言
い
様
の
な
い
書
物
を
企
て
、
編
纂
し
、
刊
行
し
た
。
名
付
け
て
『
華
月
帖
』
と
い
う
。

大
型
の
折
帖
一
帖
、
や
ヽ
縦
細
の
清
朝
風
に
仕
立
た
の
は
、
勿
論
亀
齢
軒
好
み
と
い
う
所
、
本
文
十
四
丁
に
及
ぶ
絵
は
す
べ
て
影
絵
に

よ
る
春
画
で
、
そ
の
間
に
様
々
に
し
ゃ
れ
の
め
し
た
斗
遠
の
文
章
を
配
す
る
。
天
保
七
年
正
月
の
季
鷹
の
序
と
、
同
年
同
月
の
亀
齢
跛
文

と
が
備
わ
る
の
で
、
刊
記
は
無
い
が
、
刊
行
も
ま
づ
こ
の
頃
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
本
書
は
そ
の
内
容
故
に
以
前
か
ら
好
事
家
の
間
で
は

極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。
し
か
し
従
来
の
本
書
に
関
す
る
記
述
は
、
例
外
な
く
本
書
を
季
鷹
が
東
下
り
の
家
土
産
に
作
っ
た
も
の

と
解
説
す
る
。
竹
清
翁
の
『
本
の
話
』
し
か
り
、
尾
崎
久
弥
翁
の
『
珍
書
愚
書
』
し
か
り
。
竹
清
翁
は
本
書
の
板
木
の
残
り
居
る
こ
と
を

記
し
て
、
つ
い
で
に
「
終
日
几
案
に
在
る
も
の
、
時
に
の
び
を
せ
で
は
居
ら
れ
ず
。
今
も
古
も
い
た
づ
ら
も
の
は
絶
え
ざ
り
け
り
」
と
い

か
に
も
竹
清
翁
ら
し
い
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
久
弥
翁
は
亀
齢
軒
を
季
鷹
の
別
号
と
し
て
解
題
を
記
さ
れ
る
。
即
ち
そ
れ
ほ
ど
に
亀

齢
軒
斗
遠
の
名
は
耳
遠
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

掬
、
本
書
は
目
録
を
和
唐
紙
の
別
刷
に
し
て
見
返
し
に
貼
り
つ
け
て
あ
る
が
、
そ
れ
を
転
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
容
を
概
観
す
る
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と。

土
佐
左
近
将
監
光
文

岡
本
豊
彦

三

董

土

佐

土

佐

守

此
冊
丙
申
の
睦
月
に
仕
上
げ
、
吾
妻
下
り
の
家
づ
と
に
せ
ん
と
て
、
急
が
は
し
く
物
し
つ
れ
ば
、
か
ん
な
づ
か
ひ
或
鹿
文
雑
刻
、
校

合
心
に
任
せ
ず
、
た
ゞ
成
れ
る
を
よ
し
と
す
。
故
に
引
続
き
後
編
出
板
の
を
り
、
倶
に
改
め
ん
と
す
。

巻
二
夏
六

子
真

気
の
晴

南
棚

筑
前
介
岸
岱

菱
川
清
春

森
徹
山

三
綾

キ
鳳

河
村
奇
鳳

叶
男

狩
野
内
記
永
信

可
為

浮
田
一
惹

眼
料

雅
楽
介
岸
良

逢
心

笑
堂

村
上
松
堂

園
山
應
震

古
画

初
画

序
（
加
茂
長
命
）

加
茂
季
鷹

狩
野
縫
殿
介
永
岳

亀
齢
主
人
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奇
麗
ず
き
よ
る
は
す
こ
ぶ
る
き
た
な
好

即
ち
、
上
掲
の
「
逢
心
」
「
笑
堂
」
「
眼
料
」
な
ど
が
、
本
文
中
の
絵
の
落
款
と
し
て
用
い
ら
れ
た
戯
号
で
、
そ
の
下
に
そ
の
実
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
二
枚
目
の
「
古
画
」
と
あ
る
の
は
、
烏
帽
子
姿
の
官
人
が
、
野
原
で
三
匹
の
狐
に
謝
ら
か
さ
れ
て
女
人
と
思
い
挑
み
か
ヽ
っ

て
い
る
図
柄
で
、
画
中
に
「
豊
後
国
伊
東
某
所
蔵
之
古
画
也
幸
載
之
」
と
あ
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
斗
遠
の
実
家
に
所
蔵
し
て
い
た
古
画

を
そ
の
ま
A

摸
刻
し
た
も
の
の
意
で
あ
ろ
う
。
絵
の
内
容
は
『
古
今
著
聞
集
』
の
一
場
面
や
『
小
柴
垣
草
子
』
の
野
宮
灌
頂
巻
の
如
き
有

名
な
古
画
か
ら
、
先
述
の
江
芸
閣
の
肖
影
か
と
思
は
れ
る
如
き
ま
で
と
り
ど
り
だ
が
、
何
れ
も
猥
雑
に
わ
た
る
所
を
、
影
画
と
い
う
趣
向

を
用
い
る
事
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
朧
化
し
て
品
良
く
仕
上
げ
た
辺
り
、
他
に
類
を
見
な
い
。
そ
し
て
画
師
の
顔
ぶ
れ
も
「
叶
奴
婢
之
好
」

（
狩
野
縫
殿
介
）
や
「
叶
男
婢
喜
」
（
狩
野
内
記
）
と
酒
落
る
狩
野
や
土
佐
を
初
め
圃
山
派
、
四
條
派
等
、
当
時
京
洛
の
本
絵
師
の
鉾
々
た

る
所
を
網
羅
し
て
、
編
者
の
顔
の
広
さ
は
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
末
の
識
語
に
「
吾
妻
下
り
の
家
づ
と
」
の
文
字
が
見
え
て
、
即
ち
前

述
の
通
り
、
本
書
を
季
鷹
東
下
り
の
手
土
産
と
す
る
説
が
出
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
署
名
は
紛
れ
も
な
く
「
亀
齢
主
人
」
の
朱
印
を
用
い
て

い
て
、
東
下
り
の
主
は
季
鷹
で
は
な
く
斗
遠
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
自
跛
に
は
「
花
月
琴
翁
亀
齢
」
と
署
名
す
る
の
で
、
こ
の

書
名
『
華
月
帖
』
は
そ
の
ま
ヽ
自
号
を
用
い
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
斗
遠
の
事
跡
が
煙
滅
し
た
後
世
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
季

鷹
の
別
号
と
い
う
誤
解
が
生
じ
た
の
も
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
山
陽
な
き
あ
と
の
京
で
こ
れ
だ
け
の
顔
ぶ
れ
を
集
め
て
、
こ

れ
だ
け
の
遊
び
を
や
っ
て
の
け
る
人
と
い
え
ば
、
銅
蛇
余
霞
楼
主
人
椋
隠
か
季
鷹
な
ど
が
最
も
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
季

鷹
自
身
が
、
加
茂
長
命
の
戯
名
で
、
序
を
も
の
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
猶
の
こ
と
、
右
の
誤
解
は
生
じ
易
か
っ
た
の
で
あ
る
。

絵
の
間
に
適
当
に
配
さ
れ
た
文
章
も
、
硬
軟
、
雅
俗
と
り
ど
り
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
そ
の
大
半
は
斗
遠
自
身
の
文
章
の
よ
う
だ
が
、
中

に
は
季
鷹
、
景
樹
な
ど
京
人
の
歌
や
、
蜀
山
人
、
真
顔
等
江
戸
の
狂
歌
師
の
詠
も
ま
じ
え
て
色
ど
り
を
そ
え
る
。

途
中
の
文
章
一
丁
分
を
示
す

亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）
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む
の
境
界
ぞ
や

一
生
の
歓
会
て
ん
と
た
ま
ら
ぬ
。

帆
柱
が
た
て
ば
蒲
団
に
波
が
た
つ

月
琴
請

紗
帳
裡
。
諷
蘭
爵
。
阻
ー
我
貝
慣
把
篇
吹
゜

玉
腎
忙
揺
。
金
蓮
高
挙
。
哺
々
燕
々
。
歴
々

鶯
声
。
好
似
君
瑞
。
過
鶯
娘
。

吸
付
姻
草
の
雲
と
な
り
、
居
続
け
日
和
の
雨
と
な
る
。
夜
着
の
内
、
蒲
団
の
上
、

ふ
る
里
に
着
て
は
帰
ら
ぬ
傾
城
の

小
袖
や
よ
る
の
に
し
き
成
ら
む

拮
華
微
笑
の
床
花
は
、
正
法
眼
蔵
の
帯
を
と
か
せ
、
教
外
別
伝
の
ぶ
ん
や
ぶ
し
は
文
字
太
夫
も
は
だ
し
で
逃
げ
、
よ
く
入
ら
っ
し
や
っ

た
と
い
っ
て
は
田
舎
弁
慶
の
や
ぼ
客
を
た
ら
し
、
嬉
し
が
っ
た
り
が
ら
せ
た
り
、
や
り
く
り
世
話
し
き
ゆ
め
の
世
の
中
、
あ
A

こ
れ
な

圏

圏

柳
句
、
琴
譜
、
和
歌
、
和
文
、
何
で
も
御
座
れ
の
書
き
ぶ
り
は
亀
齢
と
い
う
よ
り
器
用
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

既
述
し
た
岸
岱
画
く
所
の
江
芸
閣
の
肖
影
の
後
に
は
「
別
袖
」
「
思
芸
」
と
題
し
た
琴
詞
二
章
を
記
し
た
後
に
、

余
初
到
崎
陽
一
、
屡
会
江
芸
閣
一
。
見
一
妓
袖
笑
常
在
其
傍
一
。
後
再
湘
、
其
年
芸
閣
船
不
レ
来
。
一
日
投
圃
山
一
逢
袖
笑

l

、
話
及
旧

事
。
袖
笑
探
其
筐
箱
＼
示
一
冊
子
一
。
閲
レ
之
便
芸
閣
所
手
書
＿
而
皆
其
枕
席
間
之
唱
和
也
。
為
レ
余
割
愛
而
贈
。
余
珍
蔵
久
芙
。
今

梓
此
二
章
一
以
附
干
肖
影
後
―

天
保
丙
申
人
日
花
月
琴
翁
亀
齢
誌

と
あ
る
。
即
ち
詞
題
の
「
袖
」
は
袖
笑
、
「
芸
」
は
芸
閣
の
こ
と
。
や
は
り
影
絵
の
清
人
は
芸
閣
で
、
傍
の
妓
女
は
袖
笑
で
あ
っ
た
。
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亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
（
中
野
）

又
は
尊
き
家
々
に
秘
置
給
ふ
古
画
を
、
当
時
名
高
き
人
々
の
写
し
給
へ
る

く
芸
閣
が
来
朝
せ
ず
逢
え
な
か
っ
た
が
、
勿
論
袖
笑
に
逢
い
芸
閣
の
風
采

を
憶
っ
た
の
は
文
苑
の
佳
話
と
し
て
残
る
。
前
述
し
た
春
城
翁
紹
介
の

『
三
十
六
峰
山
陽
外
史
遺
墨
』
帖
中
に
は
、
山
陽
か
ら
斗
遠
宛
の
書
贖
も
含

ま
れ
る
そ
う
で
、
中
に
「
江
芸
閣
の
約
束
の
事
有
之
、
来
て
居
る
か
、
い

つ
帰
る
か
と
云
事
、
御
聞
出
し
な
れ
ば
急
に
御
知
ら
せ
可
被
下
候
」
等
の

文
言
が
見
え
る
よ
し
で
あ
る
。
即
ち
文
政
八
、
九
年
頃
斗
遠
が
長
崎
か
そ

の
近
辺
に
滞
留
中
の
折
の
書
贖
で
あ
ろ
う
。
斗
遠
は
山
陽
と
芸
閣
の
間
に

あ
っ
て
、
何
か
と
と
り
持
ち
役
を
頼
む
に
は
う
っ
て
つ
け
の
人
物
で
あ
っ

た
と
思
え
る
。

巻
末
の
斗
遠
自
跛
に
は
、
「
此
花
月
帖
は
、
東
都
、
京
坂
、
崎
陽
の
実
事
、

を
、
桜
木
に
上
せ
つ
る
こ
と
は
、
水
茎
の
岡
本
の
翁
、
よ
る
浪
の
岸
の
大

人
と
共
に
そ
A

の
か
し
給
ふ
ま
＼
に
、
吾
妻
く
だ
り
の
家
づ
と
に
せ
ん
と

て
か
く
物
し
つ
る
也
」
云
々
と
い
う
。
こ
A

に
も
ま
た
吾
妻
下
り
の
家
土

産
と
あ
れ
ば
、
こ
の
後
、
斗
遠
が
江
戸
へ
出
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
が
、

そ
の
辺
り
の
消
息
を
明
か
に
し
得
な
い
。
本
書
初
印
本
は
絹
表
紙
の
も
の
。
又
本
文
中
に
朱
摺
り
に
し
た
字
の
位
置
が
各
本
毎
に
変
っ
て

い
る
の
と
、
極
め
て
板
の
あ
れ
た
後
印
本
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
は
か
な
り
な
数
摺
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
清
翁

の
い
わ
れ
る
通
り
、
板
木
が
近
年
迄
残
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

芸
閣
は
山
陽
と
同
庚
、
文
政
元
年
の
山
陽
長
崎
下
り
の
時
は
、
折
悪
し
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天
保
三
年
に
山
陽
を
み
お
く
っ
た
斗
遠
は
、
そ
の
三
年
後
の
天
保
六
年
八
月
、
今
度
は
年
来
の
友
竹
田
の
死
に
遇
う
。
し
か
も
竹
田
の

死
は
東
上
の
途
次
、
大
坂
で
病
を
発
七
、
そ
の
ま
ヽ
没
し
た
の
だ
か
ら
、
斗
遠
も
恐
ら
く
は
そ
の
送
葬
に
も
立
会
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。

翌
七
年
三
月
、
郷
里
豊
後
の
鶴
崎
で
は
竹
田
一
周
忌
追
悼
書
画
展
観
会
が
行
な
わ
れ
、
同
年
秋
に
は
そ
の
目
録
『
筆
華
墨
香
供
養
』
一

冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
竹
田
の
好
み
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
極
小
本
一
冊
の
目
録
だ
が
、
中
に
斗
遠
は
追
悼
和
歌
の
部
の
筆
頭
に
「
大
阪

亀
齢
軒
」
と
記
さ
れ
る
。
但
し
他
の
献
詠
者
と
も
ど
も
、
歌
そ
の
も
の
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
因
み
に
『
大
風
流
田
能
村
竹
田
』
所
収
の

本
書
の
翻
字
に
は
「
亀
龍
軒
」
と
誤
ま
っ
て
い
る
。

来
年
は
斗
遠
も
還
暦
を
迎
え
る
年
で
も
あ
っ
た
。
身
辺
よ
う
や
く
淋
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

天
保
九
年
か
ら
十
四
年
に
か
け
て
、
斗
遠
の
動
勢
を
何
が
し
か
う
か
が
え
る
資
料
に
広
瀬
旭
荘
の
日
記
『
日
間
瑣
事
備
忘
』
が
あ
る
。

旭
荘
二
十
六
オ
の
天
保
三
年
六
月
か
ら
、
没
す
る
直
前
の
文
久
三
年
迄
、
三
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
継
い
だ
広
汎
な
も
の
だ
が
、
そ

の
天
保
九
年
十
月
廿
三
日
、
当
時
大
坂
住
の
旭
荘
宅
を
斗
遠
が
訪
ね
た
こ
と
は
、
前
稿
の
首
に
記
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
旭
荘
宅
の
初
め

て
の
訪
問
で
あ
る
事
は
、
そ
の
書
き
ぶ
り
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
豊
後
日
田
の
豪
家
広
頼
家
は
斗
遠
に
と
っ
て
は
旧
知
の
家
で
あ
り
、

早
く
文
化
二
年
頃
に
は
本
家
南
核
の
家
に
泊
っ
た
り
も
し
て
い
て
、
そ
の
時
六
オ
年
少
の
淡
窓
に
も
逢
っ
て
い
る
。
弟
旭
荘
は
文
化
四
年

の
出
生
ゆ
え
、
こ
の
時
は
ま
だ
未
生
以
前
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
歿
ど
四
十
年
、
大
坂
に
居
を
構
え
、
文
名
も
あ
が
っ
て
い
た
旭
荘
と
斗
遠

と
が
交
り
を
も
た
な
か
っ
た
筈
は
無
い
の
だ
が
、
と
も
か
く
旭
荘
宅
を
訪
ね
た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
旭
荘
は
斗
遠

よ
り
丁
度
三
十
オ
の
年
少
、
あ
た
か
も
季
鷹
と
斗
遠
の
歳
ほ
ど
の
差
で
あ
る
。
既
に
し
て
山
陽
を
喪
い
、
竹
田
と
別
れ
た
斗
遠
で
は
あ
っ

た
が
、
尚
京
に
は
、
九
十
に
近
い
季
鷹
が
、
ま
た
大
坂
に
は
殆
ん
ど
同
年
の
小
竹
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
へ
ま
た
こ
の
同
郷
の
オ
子
旭
荘

と
咤
近
の
交
り
を
持
っ
た
斗
遠
の
身
辺
は
、
一
方
で
ま
た
前
述
し
た
淋
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
も
屡
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

天
保
九
年
に
は
尚
十
月
晦
日
、
十
一
月
三
日
、
十
二
月
三
日
と
頻
繁
に
訪
れ
る
。
十
月
晦
日
の
時
は
小
竹
と
も
同
席
し
た
。
翌
十
年
は
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五
月
廿
五
日
、
六
月
廿
九
日
の
訪
問
を
記
す
が
、
十
一
年
、
十
二
年
に
は
斗
遠
に
触
れ
る
記
述
は
見
え
な
い
。
そ
の
間
十
二
年
の
十
月
に

は
季
鷹
が
九
十
オ
の
天
寿
を
全
う
し
て
逝
っ
た
。
斗
遠
の
こ
と
何
か
と
こ
ま
め
に
周
旋
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
少
し
お
い
て
十
三
年
は
二

月
二
十
七
日
、
嵐
山
雪
店
に
仁
科
白
谷
を
訪
ね
た
旭
荘
は
門
前
で
斗
遠
と
遇
会
す
る
。
そ
し
て
翌
廿
八
日
に
は
斗
遠
の
月
琴
を
聞
き
、
廿

九
日
に
は
斗
遠
の
案
内
で
嵯
峨
の
清
涼
寺
、
御
室
の
仁
和
寺
、
妙
心
寺
を
巡
覧
し
て
帰
る
。
そ
の
後
十
月
廿
七
日
に
は
京
よ
り
斗
遠
来
訪

を
記
す
の
で
、
こ
の
頃
は
斗
遠
は
京
住
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
年
十
二
月
二
十
日
と
廿
五
日
に
も
斗
遠
は
訪
れ
て
い
る
。
十
四
年
は
正
月

四
日
、
十
一
日
と
訪
問
、
十
一
日
に
は
森
邸
留
守
居
伊
島
又
兵
衛
な
る
者
を
同
道
し
て
い
る
。
『
日
間
瑣
事
瑞
忘
』
中
の
斗
遠
の
記
事
は

こ
ヽ
で
途
切
れ
る
。
但
し
彰
大
な
日
記
の
こ
と
、
単
に
此
方
が
見
落
し
た
だ
け
の
事
か
も
し
れ
ぬ
。
斗
遠
は
、
若
年
と
は
い
え
、
か
な
り

な
圭
角
を
有
し
た
ら
し
い
旭
荘
と
も
極
め
て
親
密
な
交
り
を
持
っ
た
模
様
で
あ
る
。
生
来
の
人
柄
の
良
さ
が
窺
い
し
ら
れ
る
よ
う
に
思

天
保
十
五
年
四
月
十
七
日
、
今
度
は
旭
荘
の
兄
淡
窓
の
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
斗
遠
が
日
田
の
淡
窓
邸
を
訪
れ
た
旨
の
記
述
が
あ
ら
わ
れ

る
事
も
前
稿
の
首
め
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
何
度
目
の
西
国
下
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
旭
荘
の
消
息
は
無
論
の
こ
と
、
山
陽
、
季
鷹
な

き
跡
の
京
坂
文
人
連
中
の
評
判
を
夜
つ
ぴ
て
語
り
明
す
斗
遠
と
淡
窓
の
顔
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

天
保
十
五
年
は
即
ち
弘
化
元
年
と
変
わ
り
弘
化
は
四
年
を
数
え
る
が
、
さ
す
が
に
、
こ
の
辺
り
に
な
る
と
斗
遠
の
足
跡
は
殆
ん
ど
辿
れ

な
く
な
る
。
そ
し
て
次
の
嘉
永
三
年
、
既
に
若
干
ふ
れ
た
『
三
十
六
峰
山
陽
外
史
遺
墨
』
と
題
す
る
遺
墨
帖
一
帖
を
刊
行
し
て
い
る
。
但

し
原
物
は
未
だ
に
見
得
ず
、
市
島
春
城
著
『
随
筆
頼
山
陽
』
の
改
訂
版
に
「
遺
事
」
中
の
一
項
と
し
て
引
か
れ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
こ

と
も
既
に
述
べ
た
。
春
城
翁
の
記
述
に
従
っ
て
、
そ
の
姿
を
な
ぞ
っ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

墨
帖
一
帖
、
題
策
は
「
三
十
六
峰
山
陽
外
史
遺
墨
」
と
清
人
沈
罪
香
が
書
い
た
も
の
を
用
い
、
嘉
永
二
年
七
十
二
翁
亀
齢
軒
の
上
梓
す

る
所
。
巻
首
に
山
陽
の
「
天
悦
」
の
二
字
が
あ
り
、
こ
れ
は
亀
齢
の
月
琴
の
銘
と
し
て
撰
ん
だ
も
の
。
そ
の
月
琴
に
題
す
る
詩
二
、
三
首
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が
あ
り
、
そ
の
内
の
七
絶
の
末
に
は
、
小
竹
が
、
こ
の
詩
の
末
尾
は
李
義
山
の
「
婦
蛾
」
の
詩
の
末
句
を
そ
の
ま
ヽ
用
い
た
も
の
だ
が
、

亀
齢
老
人
は
恐
ら
く
そ
の
こ
と
を
未
だ
し
る
ま
い
と
、
亀
齢
軒
を
か
ら
か
っ
た
註
が
附
刻
し
て
あ
り
、
そ
れ
に
は
弘
化
二
年
七
夕
前
三
日

の
年
記
が
あ
る
。
次
に
山
陽
が
月
琴
を
聴
く
の
四
言
詩
が
あ
り
、
更
に
、
文
政
十
二
年
に
母
梅
認
を
京
に
迎
へ
て
琵
琶
湖
に
遊
ん
だ
折
の

詩
と
和
歌
が
あ
り
、
同
じ
時
の
七
月
二
十
日
、
三
本
木
の
水
西
荘
に
亀
齢
軒
が
訪
れ
て
梅
醐
の
為
に
月
琴
を
弾
じ
た
時
、
梅
認
が
書
き
与

え
た
和
歌
一
首
の
短
冊
、
そ
れ
に
附
し
て
山
陽
の
和
歌
、
更
に
そ
れ
を
見
て
山
陽
の
孝
に
感
じ
た
日
野
卿
の
歌
と
続
き
、
他
に
も
山
陽
が

江
芸
閣
の
動
勢
を
亀
齢
軒
に
尋
ね
た
手
紙
な
ど
が
収
め
て
あ
る
と
い
う
。

以
上
の
内
容
の
う
ち
、
主
だ
っ
た
も
の
は
、
既
に
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
該
当
す
る
場
所
で
引
用
し
説
明
も
加
え
て
お
い
た
の
で
饒
言

は
避
け
る
。
こ
の
帖
の
所
在
の
し
れ
ぬ
こ
と
だ
け
が
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
致
し
方
も
な
い
。
春
城
翁
は
亀
齢
軒
の
素
姓
を
全
く
は
か
り
か

ね
、
長
崎
辺
の
人
で
月
琴
の
名
手
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
を
示
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
A

に
以
上
の
如
き
亀
齢
軒
の
ス

ケ
ッ
チ
を
提
ホ
出
来
た
の
は
僅
か
な
慰
め
で
も
あ
る
。

嘉
氷
二
年
は
丁
度
山
陽
の
十
七
回
忌
に
当
る
。
斗
遠
の
こ
の
帖
の
刊
行
も
恐
ら
く
は
追
遠
の
志
の
一
端
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
或
い
は

歿
後
益
々
高
ま
る
一
方
の
山
陽
の
文
名
に
あ
や
か
っ
て
、
そ
の
交
遊
を
世
間
に
誇
示
し
よ
う
と
い
う
例
の
癖
の
な
せ
る
業
だ
ろ
う
か
。
こ

の
年
斗
遠
も
既
に
七
十
ニ
オ
、
私
と
し
て
は
前
者
と
と
っ
て
お
き
た
い
。

因
み
に
、
沈
罪
香
の
「
三
十
六
峰
山
陽
外
史
遺
墨
」
の
書
を
題
策
に
用
い
た
板
表
紙
の
墨
帖
一
冊
が
、
架
蔵
中
に
あ
る
事
は
あ
る
。
し

か
し
こ
の
方
は
、
中
味
は
全
く
別
物
で
、
陸
三
品
の
題
辞
に
、
山
陽
の
七
絶
二
首
を
刻
し
た
、
天
保
十
三
年
吉
田
治
兵
衛
板
で
あ
る
。
斗

遠
編
刊
の
そ
れ
と
如
何
な
る
関
わ
り
を
持
つ
の
か
。
今
考
え
及
ば
な
い
。

斗
遠
の
消
息
は
こ
A

で
途
切
れ
る
。
恐
ら
く
そ
の
歿
年
も
さ
ほ
ど
遠
い
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
。
小
竹
も
嘉
永
四
年
、
七
十
一
オ
で
死
歿

し
た
。
斗
遠
は
そ
れ
に
先
立
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
更
に
遅
れ
た
か
。
そ
れ
に
し
て
も
幾
ら
文
人
交
際
が
好
き
と
は
い
え
、
も
は
や
身
辺
に
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は
逝
か
に
若
い
人
達
ば
か
り
。
い
っ
そ
自
分
も
む
こ
う
へ
行
っ
て
、
蓮
華
台
上
、
月
琴
で
も
弾
い
て
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、

思
っ
た
の
か
ど
う
か
、
今
度
は
一
段
と
遠
い
西
国
下
り
へ
と
腰
を
あ
げ
た
。

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
中
の
斗
遠
に
関
す
る
記
事
は
多
治
比
郁
夫
氏
の
御
指
教
に
拠
る
。
ま
た
『
懐
旧
楼
筆
記
』
の
斗
遠
記
事
も
多
治

比
氏
の
御
指
摘
を
得
て
気
づ
き
、

そ
れ
が
斗
遠
跡
追
い
の
端
緒
と
な
っ
た
。

こ
A

に
記
し
て
謝
意
を
申
述
べ
る
。
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